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午前九時〇〇分開議 

○議長（髙野正君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、これから、本日の会

議を開きます。 

 ひまわりこども園長は、公務のため、本日の午前は欠席です。 

 本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 議案第１号 美浜町場外離着陸場の設置及び管理に関する条例の制定につい

てを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第１号 美浜町場外離着陸場の設置及び管理に関する条例

の制定について、細部説明を申し上げます。 

 三尾場外離着陸場について、地方自治法第２４４条の２第１項の規定に基づき条例を制

定するものでございます。具体的には、第１条では場外離着陸場の設置及び管理について

の趣旨、第２条では設置の目的、第３条では名称と位置、第４条では場外離着陸場の管理、

第５条については目的外使用の禁止事項を定めています。 

 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行いたします。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 初めての経験なんで、ちょっと理解するために説明ください。 

 ５条に「町長が特別の事情があると認めたとき」とございますが、この特別の事情があ

るというときはどういうことを指しているのか、ご説明お願いします。 

 いま一つ、この離着陸場に位置がございます。美浜町三尾７４６番地の１とか２番とか、

これ、たしかもともとの土地には畑のようなもので農地でしたんで、もっと幾つかの分筆

というか、筆は分かれていたと思うんです。これ１、２、３でつけると言ったら合筆した

んやろうなと思うんです。これも疑問というよりも、通常こんなときはどんなに処理する

んですかということを聞きたいんですけれども、いっそ合筆するんなら離着場１つの７４６

の１なら１でびしっとしてしまうというような考え方もあるけれども、何で１、２、３と

分けているのかというのと、そこら辺、普通は幾つかに分けるんですよと。余談ですけれ

ども、保育園と幼稚園を一緒に運営するときなんか、ここは幼稚園敷地で何番地と絶対分

けるんですという説明受けたことあるんです。こんな場合、こんなに３つに分ける必要っ

てあるんですか。そこら辺、ちょっとご説明お願いします。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） お答えいたします。 

 まず、条例の町長が特別の事情があると認めた場合についてお答えします。 

 この部分ですけれども、目的といたしまして、地域防災体制の確立のための離着陸場、

つまり防災ヘリの離着陸場として設置しております。ということは、特別な事情というの
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は、今考えられるのは、ドクターヘリであったり、例えば自衛隊のであったりというよう

な対応になると考えております。 

 それと、地番が３筆に分かれている理由でございますけれども、これもともと９筆ほど

ございまして、議員のおっしゃるとおり全て合筆してこの番地になったわけでございます

けれども、この土地の間にもともとの水路がございまして、水路の部分は無番地であった

んですけれども、水路の部分を番地をつけたことによって、その水路で分断されるので、

１、２、３というふうな分け方になっております。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 番地のほうは納得できました。 

 ただ、ちょっと心配するの、確かにドクターヘリとか何とかとありますけれども、何か

緊急のことでぱっと使うていうときに、いちいち町長の事情を説明して、何か特別のとき

でも絶対おろさんということが、いちいち町長に連絡とって、おろさせてもらってもよろ

しいですかとか、使用させてもらってもよろしいですかと、そういう許可をとらないかん

性格のものですか。こんなことは多分なかろうと思いますけれども、ドクターヘリ以外、

緊急の何か個人的なものがここへ故障して着陸したいんやとか、極端な話、最近オスプレ

イなんかありますけれども、それをぐあい悪いんで、もうここやったらここにあるんで、

ちょっとおろさせてくれとオスプレイがこの面積おりるんかどうかはちょっと疑問ですけ

れども、そういうような何かのときにでも、うちところはおろせませんよと、そんなにな

るんか。そういう緊急の事情があるときには町長の許可をとらないかんという、そこら辺

ちょっと私の言うているのが理屈っぽ過ぎるんかもわかりませんけれども、いちいち町長

に連絡しておろさせてもらってもよろしいんかと聞かんなんのか。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） お答えします。 

 ドクターヘリの部分につきましては、ドクターヘリが着陸するときは、まず広域消防の

ほうへ連絡が入ります。広域消防が現地で駆けつけてヘリの誘導というようなことになる

んですけれども、これは施行規則の中で定めておりますけれども、こういう場合は、まず

電話連絡ということで、もう緊急に備えるということで書かせていただいております。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） あと些細な話なんですけれども、普通ヘリポート、これは緊急離

着場でヘリポートじゃないということは理解します。しかし、こういう場合、災害のとき

なんかここへ燃料置くとか何とかというようなことも必要な、可能性もないとは言いませ

んけれども、そんなときはそれなりに臨機応変に、要するに地下タンクとつくれというよ

うな性格のものじゃないんですけれども、そういうような可能性も自由に幅広く使えるん

でしょうか。要するに、松林の空中散布するときでも燃料は必要ですよね、あれと同じよ

うに、やっぱり何回か防災ヘリが離発着するときには、ここへも燃料どうこうというよう
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なことはないことはないと思うんですけれども、そんなことについての準備できていない

んでしょうか。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） お答えいたします。 

 今のところ燃料の備蓄とかというのは計画考えておりません。ただ、議員がおっしゃら

れるとおり、何度もそういうような事態になりますと、当然燃料の補給というのが必要に

なってくると考えております。このあたりにつきましては、一度航空隊のほうと協議しま

して、よそのところもどういうふうにしているのか、いろいろ調査いたしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第１号 美浜町場外離着陸場の設

置及び管理に関する条例の制定については原案のとおり可決されました。 

 日程第２ 議案第２号 町道の廃止についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第２号 町道の廃止について、細部説明を申し上げます。 

 町道海上自衛隊線につきましては、昭和５９年６月に町道として認定され、今日に至っ

ている路線であります。この路線に関しましては、平成２３年９月ごろ、本路線下の斜面

崩落が発見され、東側で接続している当時の県道日の岬公園線の一部も含め、その東端、

西端において、日高振興局建設部により車どめの柵と警告看板が設置され、現在まで当該

区間への立ち入りを禁止しているところであります。 

 去る５月、７月と２度、田辺海上保安部から路線下の斜面崩落が進行しているとの情報

提供を受け、本路線の西端よりその状況を確認したところ、視認できる範囲では、道路の

中央部から海側半分が２ｍ程度沈下しており、さらにその先がどのようになっているかは

非常に危険であり、把握することが困難でありました。 

 さて、この日ノ御埼灯台周辺においては、県道日の岬公園線のつけかえ工事が完成し、

平成２８年３月より供用開始がなされ、海上自衛隊旧紀伊警備所や灯台へのアクセスは、

この新設された県道により可能となってございます。 

 このことから、現在においては一般の交通に必要がなく、かつ道路としても機能してい

ない、また、今後その機能を回復させる可能性もない本路線について、町道としての廃止

をお願いするものでございます。 
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 補足といたしまして、当該廃止箇所に関する資料をお手元に配付させていただいており

ます。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。２番、谷議員。 

○２番（谷重幸君） すみません、この斜面崩落について県になろうかとは思いますが、

これ実質もうほったらかしでこのままこの先もずっと行くんやよというところなんですか、

実際のところ。いかにも立ち入り看板と車どめやっていますという話ですけれども、どこ

まで制限できているかといったら疑問なところもありますし、そのあたり感覚についてだ

けちょっと教えていただけますか。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） この町道の下の斜面につきましては、三尾の財産区さん

所有の土地でございます。町道の管理上といたしましては、下に民家もないということか

ら、このまま放置しておくしかないと判断してございます。当然海上自衛隊の旧警備所に

関する部分につきましても事前にご連絡、それからご相談申し上げ、現状のままで新しく

つけかえられた県道のほうからアクセスできるので、海上自衛隊といたしましては、特に

今のところは問題ないということもいただいております。再度となりますけれども、この

まま見ているしかないというのが現状でございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第２号 町道の廃止については原

案のとおり可決されました。 

 日程第３ 議案第３号 工事請負契約の締結についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第３号 工事請負契約の締結について、細部説明を申し上

げます。 

 町道吉原上田井線橋梁上部工事につきましては、あらかじめ圧縮応力が与えられ、ひび

割れを許容しないコンクリート、これをプレストレスト・コンクリート、通称ＰＣと言い

ますが、このＰＣを用いた橋桁の製作及びその架設が主たる内容であります。このことか

ら、本件入札に関しましては、ＰＣの品質確保の観点より、その技術向上を目的として設

立されている一般社団法人プレストレスト・コンクリート建設業協会における正会員もし
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くは各支部特別会員であること、かつ建設コストの削減と製作納期の安定性を図る観点よ

り、自社において桁製作工場を所有していること、この２つの条件を満たしている９業者

を指名し、去る８月２０日に入札執行いたしました。 

 低入札調査基準価格を下回る入札であったため、落札者の決定を保留しましたが、後日、

積算内容等についての調査を行った結果、当該入札金額によっても本件工事請負契約が適

正に履行されるものと判断します。 

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基づき、落

札者との契約に関する議会の議決をお願いするものであり、予定価格２億３，９９９，０４０

円に対し、契約金額１億６６，２２２，８００円、契約の相手方は、和歌山県和歌山市十

三番丁３０、オリエンタル白石株式会社和歌山営業所所長、山田耕治氏でございます。 

 工事概要につきましては、ＰＣ橋桁２０本の製作とその架設及び支承工や伸縮装置工、

高欄工などの橋梁上部一式でございます。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 今、副町長の細部説明を聞いて何ら不審にあるところないんです

けれども、今回こういう紙つけてくれているので非常にわかりやすいです。しかし、この

中で２番札、３番札、４番札というか、１億６９，９９９千円、何と２億からのものが３

社が全く並ぶというのは、どうもこう変な感じするんでありますけれども、そこら辺、ど

こも悪いことないんやで、正確に計算したらこうなったんやろうさか。担当者としてどん

な感じを受けましたか。ご感想だけお聞かせください。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） お答えいたします。 

 企業努力による適正な見積もりであると判断してございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） 私もちょっと不思議に思いました。それで、その後ろに１、２、

３、１とついたの、同じ金額で２、３、１と２、２、２と行くんだったら私もわかるんや

けれども、２、３、１のこの順番のつけ方、何か内容に、金額は金額でこれで出ているか

もわからんけれども、どこか違いが、その２、３、１の違いちょっと教えてください。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） お答えさせていただきます。 

 この２、３、１の業者さんにつきましては、調査基準価格以内という入札金額でござい

ました。今回オリエンタル白石株式会社さんが調査基準価格を下回る入札であったため、

細部説明にもありましたが、一旦調査する必要があったため保留してございました。 

 仮に、調査した結果、今回で言いますとオリエンタル白石株式会社さんが、やっぱり適

正な履行が認められないだとか、明らかな積算内容についても疑義が、おかしいところが
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あるとか、下請け企業さんへのかなりのしわ寄せが予想されるとか、そういう事情により、

やっぱりオリエンタルさんとは契約できないということになった場合、その次順位の業者

さんと契約することになります。 

 今回、調査基準価格以内で３社の方が同額の札であったため、抽選によって順位をつけ

させていただいた結果ということでございます。仮にオリエンタル白石さんがちょっとと

いうことになりますと、抽選の結果、この１位順位の昭和コンクリート工業さんになると、

そういう内容でございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） いいですね。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第３号 工事請負契約の締結につ

いては原案のとおり可決されました。 

 日程第４ 議案第４号 平成３０年度美浜町一般会計補正予算（第４号）についてを議

題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第４号 平成３０年度美浜町一般会計補正予算（第４号）

について、細部説明を申し上げます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ７，３６６千円を追加し、補正

後の歳入歳出予算の総額を３７億９７，３８０千円とするものでございます。 

 まず３ページ、第２表は債務負担行為の追加でございまして、浜ノ瀬地区津波避難施設

整備事業は、入札におきまして町内指名業者５社全て自社見積金額が設計金額を上回ると

いう理由から辞退されました。そのため設計価格を調査したところ、鉄鋼材等の資材価格

の高騰や調達に期間を非常に要することから価格の不足分を増額し、また、調達に期間を

要する部分につきましては半年から１年要することから、平成３１年度への債務負担行為

をお願いするものでございます。 

 子ども・子育て支援事業計画策定業務は、来年度、子ども・子育て支援法第６１条の規

定に基づき、第２期の子ども・子育て支援事業計画を策定しなければならないためでござ

います。本年度は計画のニーズ調査の実施が必要となっております。 

 ４ページ、第３表は地方債の変更でございます。 

 臨時財政対策債の変更は、本年度の普通交付税算定により発行可能額が確定したことに

よるものでございます。 
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 それでは、歳入からご説明申し上げます。 

 ８ページ、地方特例交付金１，２９１千円の追加は、地方特例交付金の確定によるもの

でございます。 

 地方交付税、普通交付税７８２千円の減額は、財源調整によるものでございます。 

 国庫支出金、国庫補助金、民生費国庫補助金、児童福祉費補助金、保育対策総合支援事

業費補助金２２５千円の追加は、認可保育所こじか園において無呼吸アラームを購入する

ための補助金でございます。 

 総務費国庫補助金、戸籍住民基本台帳費補助金、社会保障・税番号制度システム整備費

補助金５５５千円の追加は、戸籍情報とマイナンバー情報を関連づけるためにシステムの

文字情報を収集するための補助金でございます。 

 県支出金、県補助金、農林水産業費県補助金、林業費補助金、市町村民の森事業補助金

６１８千円の追加は、保安林作業員の雇用についての補助金でございます。 

 消防費県補助金、消防費補助金、わかやま防災力パワーアップ補助金８２０千円の追加

は、ブロック塀等撤去改善事業と感震ブレーカー等設置事業の補助金でございます。 

 １０ページ、諸収入、雑入３，５３９千円の追加は、各補助事業の精算による追加交付

でございます。 

 町債、臨時財政対策債１，１００千円の追加は、本年度の普通交付税算定により発行可

能額が確定したことによるものでございます。 

 次に、歳出について申し上げます。 

 １２ページ、総務費、総務管理費、地籍調査事業費１千円の追加は、全国国土調査協議

会への負担金の確定によるものでございます。 

 諸費２，０７４千円の追加は、各補助事業の精算による償還金でございます。 

 徴税費、賦課徴収費４８６千円の追加は、確定申告の際の国税連携用パソコンを購入す

るものでございます。 

 戸籍住民基本台帳費５５５千円の追加は、社会保障・税番号制度において、戸籍情報と

マイナンバー情報とを関連づけるために、複数の市区町村に記録されている個人の戸籍情

報を個人単位に統合しなければならないため、統一的な文字情報の策定及び個人情報を個

人単位に統合する作業に必要な現システムの文字情報を収集するための委託料でございま

す。 

 民生費、社会福祉費、老人福祉費１３３千円の追加は、美浜町老人クラブ連合会が全国

老人クラブ連合会会長表彰を受賞されることとなりましたので、職員の随行費用として普

通旅費９３千円の追加と地域福祉計画のアンケート調査数の増加による郵便料の追加でご

ざいます。 

 １４ページ、児童福祉費、児童福祉施設費４０３千円の追加は、保育における重大事故

については睡眠中の場面で発生しやすいことから、認可保育所こじか園において、事故防

止のため無呼吸アラームを購入するための負担金などの追加でございます。 



平成３０年美浜町議会第３回定例会（第４日） 

 

137 

 

 農林水産業費、農業費、農業委員会費２００千円の追加は、超過勤務手当の追加でござ

います。 

 林業費、林業総務費１，４２９千円の追加は、保安林作業員の賃金等でございまして、

吉原公園周辺の草刈りや切り株の撤去など作業量の増加による追加でございます。 

 水産業費、水産業振興費、三尾漁協海藻群落再生研究事業の減額は、地方創生事業の中

で実施したことによる減額でございます。 

 １６ページ、土木費、河川海岸費、砂防費、全国治水砂防協会３千円の追加は、事業費

割の増加によるものでございます。 

 消防費、災害対策費１，６４０千円の追加は、ブロック塀等撤去改善事業補助金１，５００

千円は、避難路に面しているブロック塀等を撤去し、フェンス等に改善する場合、補助率

が２分の１、１００千円を限度として補助するものでございます。感震ブレーカー等設置

事業補助金１４０千円は、地震が発生したときに自動的に電気の供給を遮断し、電気が原

因となる火災を防ぐために感震ブレーカーを設置する場合、購入及び取り付けに要する費

用を補助するもので、限度額が２０千円でございます。 

 教育費、教育総務費、事務局費１，２７８千円の追加は、子ども・子育て支援法第６１

条の規定に基づき、来年度、第二期の子ども・子育て支援事業計画を策定するために、本

年度は計画のニーズ調査を実施するものでございます。 

 こども園費、ひまわりこども園費１６４千円の追加は、消防点検により判明しました室

内の消火栓の取りかえ費用でございます。 

 以上で、歳出の補正についてご説明申し上げました。添付資料といたしまして、給与費

明細書、地方債の現在高の見込みに関する調書を添付いたしましたので、ごらんいただき

たいと思います。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） こども園費じゃないですが、無呼吸アラームという、この機械の

性質、大人がよく寝ている間にくっとなる、私はよくなるんですけれども、くっとなるこ

とのこういう無呼吸アラームのことを言うてはるのか。また、ほんで何台導入して、どん

な使い方を、医療機器でもないんでしょうけれども、こう使えるということは。この辺の

性質をちょっと教えていただきたいと思います。 

○議長（髙野正君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） まず、台数的なものなんですが、こじか園に３台を導入いた

します。中身といたしましては、まず一番保育中の事故が一番多いというのは、睡眠中の

事故が多いという中で、その機械をつけることによって、例えばうつ伏せ寝になったりと

か、あるいは動きが普通に動いているというより、動きが遅いというのか、動きが少ない

状況のときにはランプとかアラームでお知らせするということで、それを発見した保育士

がそこへ駆けつけるというような形のシステムであります。 
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 あとは、これについては法律には適用はないんですが、こじか園につきましては、ゼロ

歳児が約１５名おります。それは美浜町外の方もおりますが。１５名の乳幼児がおるとい

うことなんで、それを見るんに、全員がそれを見れる状況ではないんで、その機械を使え

ば保育の負担が減るやろうということで、今回導入を決めたということでございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） ちょっと課長に聞くことではないかもわからないんですが、この

３台というのは、その１５名ということに対して適正と見なされているということでよろ

しいですか。１５人に対して。 

○議長（髙野正君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） この補助金のシステムなんですが、児童１名につき３０千円

というような制限ございます。それで約１５名おるんで、掛けることによると４５０千円、

それで、その機械を購入するんに約３台分が購入できる限度だということです。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） それでは、その１５人のうちの、その機械３台って、個人につけ

る機械なんですか。 

 それと、その１５人のうちの３台使うというんは、やっぱり子どもたちの性格を見て使

うということでよろしいんですか。お願いいたします。 

○議長（髙野正君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） ゼロ歳児の預かり方にもあるんですが、こじか園につきまし

ては生後４３日以後で預かっております。その中で、比較的生後間もない子を優先にして

つけようというような形で聞いております。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） １０番、中西議員。 

○１０番（中西満寿美君） それでは、１７ページのブロック塀の撤去の改善事業補助金

と感震ブレーカー等の設置事業の補助金について質問します。 

 この補助金につきましては私も一般質問で要望していたところで、今回実現して非常に

うれしいんですけれども、昨日の繁田議員の一般質問の中で回答として、補助制度を啓発

する広報みはまや町のホームページに掲載をすると、こういうふうにご答弁をされたんで

すけれども、まずそのことについては、補助制度の啓発ではなしに、それももちろん大事

ですけれども、ブロック塀の危険がどんなんかということも知らせるような啓発も必要で

はないかなと思うわけです。 

 例えば、紀の国自主防災という、私が防災士を取りましたので、こういう冊子というん

か、送ってくるんですけれども、この中に、これは県民の友にも書いてありましたところ

ですが、ブロック塀の安全対策に５つのチェックポイントがあるということで書いてある
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わけです。県民の友にもそのことが書いてありましたので。こういうことも１つは、その

ブロック塀の補助金をどういうふうにしたらもらえるんかということも大事ですけれども、

こういうブロック塀の危険をどんなにして見るんかというようなこと。素人でも見られる

５つの点があるわけです。まず、高さでは２．２ｍより高いものが危ないと。それから、

高さが１．２ｍを超えているものについては控え壁が必要やと。これは小学校の場合、控

え壁の間隔が長過ぎて上を撤去したと思いますが、３．４ｍを超えてはいかんと、間隔が。

それからコンクリートの基礎がない、もしくは確認できない。それから鉄筋が縦横８０㎝

以内の間隔で鉄筋が入っていない。もしくは入っているかわからない。５つ目が老朽化。

傾きとかひび割れとか欠けがある。これは素人でも見たらわかる点だと思いますので、こ

ういうことも一緒に広報するということが必要ではないかなと。きのうの回答では、補助

制度についての啓発ということが回答されましたので、そのことがどうかということが１

つです。 

 それから、同じように繁田議員の質問で、危険なブロック塀、どのぐらいあるんかとい

うこと回答がなかったんですけれども、この前の新聞で、県が市町村や教育委員会などに

依頼してブロック塀の緊急安全点検を行って、７月２４日に県内で１万６５１カ所の危険

なものがあると。通学路には４，５０８カ所があると、こういうことを新聞で見たんです

けれども、そこで美浜町はどうかと。各市町村でどのぐらいあるかというのが出てあるん

ですが、美浜町では危険と思われるブロック塀が６カ所と、うち通学路にあるのが２カ所

と、こういう数字が出ているんですけれども、一体この６カ所と２カ所というのはどこか

ということと、それから、まずこの撤去するんですけれども、こういう避難路とか通学路

に危険のある場所をまず優先的に撤去していくという、こういう方法も必要ではないかな

と思うんですけれども、幾つか質問しましたが、主に３つですけれども、よろしくお願い

します。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） お答えいたします。 

 まず、広報の仕方で補助制度のみではなく、ブロック塀の県から県民の友に入っていた

ような啓発の仕方はどうですかというお話ですけれども、まさに議員おっしゃるとおり、

私どもも県のほうからサンプルをいただいておりますので、その広報みはまのほうへ折り

込みは考えております。ただ、今回補正予算にも上げさせてもらっているとおりでござい

まして、大丈夫ですかという啓発文書になっていると思うんですけれども、これを入れて

町の補助もないというようなところでは効果も薄いのかなというふうに考えまして、補助

制度を認めていただいた後、このブロック塀は大丈夫ですかという議員さんがおっしゃら

れる点検事項もつけて広報みはまのほうへ折り込みしたいと考えております。 

 それと、美浜町の危険な箇所の件数ですけれども、県のほうが調査というふうな報道に

はなっておりますけれども、これ町が調査しております。当初こういう事案が発生しまし

て、県のほうから調査ということで、余り詳しい説明もなかったわけなんです。そこの中
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で防災企画課といたしましては、避難場所への進入路について特に調査しております。そ

の中で４７カ所を調査いたしまして、危険であろうと思われる塀、６カ所について県のほ

うへ報告上げさせていただいたというところでございます。 

 もう一点は、避難路、あと通学路について優先的に補助をということであったかと思う

んですけれども、補助要綱の中にも不特定多数の方が避難として使う道路ということをう

たっておりますので、そういうところの優先ということではないんですけれども、そうい

うところを補助を行っていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） １０番、中西議員。 

○１０番（中西満寿美君） 通学路の危険なところ２カ所と、これ新聞に出ているんです

けれども、それは一体どこでしょうか。そういうところは早くせんとあかんのと違うんか

なと思うんですけれども、危険な６カ所は避難場所への進入路の６カ所で、そのうちの通

学路が２カ所あると言うんですけれども、そこは一体どこでしょうか。 

○議長（髙野正君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） この通学路の２カ所というのは、当然教育課のほうから危険

だろうと思われるところ。それと２．２ｍを超すブロック塀が存在、明らかに２．２ｍ以

上ではないかと思われるところを報告しております。学校区で言うと、場所は細かくは言

いませんが、学校区で言うと、松原小学校の校区に１カ所、和田小学校に１カ所、それぞ

れ１カ所ずつということです。 

 それと、松原の小学校の校区の中では、石垣の上にブロックを積んでいるというような

こと。これは明らかに危ないだろうということで、これを１カ所載せております。それと

もう一つ、和田小学校のブロックなんですが、これはブロックの塀自体は２．２ではない

んですが、明らかに道路から見ると高い位置にある。これがこけてきたら危ないだろうと

いうことで、その分を載せております。ほかのところもややこしいところはありましたが、

その分については計上していないという状況であります。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 今の中西議員のブロックはブロックでは私質問するつもりないん

です。感震ブレーカー、同じように、いわゆるわかやま防災力パワーアップ補助金という

んが出たんで、感震ブレーカーのほうが出たんだと思います。中西議員は希望していたこ

とが達成できたんで満足しておりますと言いましたけれども、中西議員が２７年３月議会

で一般質問されました。私、２８年３月議会で同じこと質問させていただきました。その

ときの町長の答弁というのは、広報するだけで、その気はございませんという、こういう

答弁でございました。２回とも、中西議員も含めて。そもそも今の時期にこういうパワー

アップ補助金が出てくるという県のあり方も、とにかくブロック塀がああいう形で、繁田

議員が質問されたように、死亡事故が起きたんでこれが急にできた。これは理解するんで
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す。でも、普通こういう補助金というやつは、このブロックのような条件を整えていない

場合は、当初予算でことしはこれをしますよとするのが町民に対する１つの平等性という

ことからしても、途中で出しますよというのは、ある意味で妙な話かなと、私はそんな認

識の仕方しているんです。 

 そこでですけれども、町長が、課長が広報するだけではなかなか浸透せんので、補助金

も必要でしょうというようなお話、今の答弁の中にあったように記憶しておるんですけれ

ども、町長がここに来て感震ブレーカーに補助金を２０千まで上限で出そうという、過去

２年の一般質問に対しては、広報するだけですよと言ったのを変えることになった心境の

変化というのは、どういうところから今になってするというようになったんか。そこのと

ころ１つ質問させてください。 

○議長（髙野正君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 議員にお答えいたします。 

 施策、また制度等々に関しましても見直しという形の中で、今回でございますがさせて

いただいた次第でございます。いろんな形、今おっしゃられて、中西議員、そして田渕議

員というような形の中で一般質問もございました。そのときは、いやいやそこまでという

ような形を私も認識はしてございましたが、やはり見直しの中でこういった形になった次

第でございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 町長の考え方わかりました。このパワーアップ補助金のはブロッ

クだけで、この感震ブレーカーのほうへの県からの補助金をここにつぎ込むという話には

なっているわけじゃないんですか。ここで突然町単独で１４０千円感震ブレーカーに投資

しようという、そういうお考えで組まれたものか。そこのところいかがですか。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） 歳入についてお答えします。 

 ブロック塀等撤去・改善、また感震ブレーカー設置に関しましては、わかやま防災力パ

ワーアップ補助金を活用しまして、補助率２分の１の財源としております。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） わかりました。今９月です。そういうことからしたら、あと半年、

来年度当初予算では、結局このパワーアップ補助金というのも来年もそういう格好でつい

てくるでしょうか。 

 そしてまた、ここで新築補助金のように半額、半額、半額、ゼロというような、そんな

終わり方するんじゃなしに、継続的にやっぱり感震ブレーカーに対する補助金、またブ

ロック塀云々ということに対して、静岡のあたり行ったら、ブロック塀を木の柵に変えた

ら補助金出していますというような話を掛川でしたか、築山あるところ、袋井市、あそこ
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でそんな話聞かせてもらいましたけれども、今後もこれは補助金としてずっとつけていく

ようなご予定なんでしょうか。もうことし１回これで終わると言うんじゃなしに、来年度

の当初予算、本来は当初予算で組むべきだと私は思うんです。しかし、県から来たんで、

この際やろうかも悪いことじゃないと思うんです。しかし、これは継続するものなんで

しょうね。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） お答えいたします。 

 両方の補助金につきましては、今後継続して計上していきたいと考えております。 

○議長（髙野正君） ２番、谷議員。 

○２番（谷重幸君） ブロック塀のほうなんですが、簡単に言うと避難路の定義というか、

これ実はちょっと難しいところかなと勝手には想像しているんですが、例えば、町が明確

に避難路と恐らく指定しているところはないと思うんです。区なり何なりである程度線引

きみたいなものはやっているんですが、そのあたりちょっと詳しく教えていただきたい。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） お答えします。 

 今、谷議員がおっしゃるとおり、町のほうで避難路の指定というのは行っておりません。

地域防災計画、または避難マニュアルの中にも自主防災が選定するというふうな文言もご

ざいます。になりますので、ブロック塀の対象といたしましては、不特定多数が避難に要

する道路ということになりますので、不特定多数の方が通る道路に面した部分というふう

なことになろうかと思います。 

○議長（髙野正君） ２番、谷議員。 

○２番（谷重幸君） ちょっと具体的に、例えば、一応区の中で避難路としてされている

ところに出るまで３０ｍ、４０ｍありますと。浜ノ瀬なんか想像してもうたら、浜ノ瀬に

限らずどこでもそうですけれども、細い道を抜けてそこの道まで行くのにブロック塀も恐

らくあるでしょうし、そういったものも結構幅広く考えておられるということでよろしい

でしょうか。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） お答えいたします。 

 ブロック塀のこの補助金につきましては、まず倒壊を防ぐという目的もございますので、

当然そういうところを通って逃げるということになりますと、対象になると考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） 今のブロック塀のことなんですけれども、金額のことです。天が

１００千円を限度とするということなんですけれども、１，５００千だったら、天で言う

たら１５件、あれ面積へ４千かな、何か掛けて撤去だったらという、そのぐらいあるんで、
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天が１００千円じゃない人もいろいろいていると思うんです。それで、１，５００千円に

なったら、それ以上という件数、もし来ていたら、その割合を決めて全部その人らを入れ

るんかと。 

 私の言いたいことは、マイホーム所得支援事業のときのように１，２００千円と決まっ

ていて、２７年度だったら１０件か１１件やと思うんやけれども、それで、その年２６件

ありまして５１０千円になった経緯があったので、それがあったので、ちょっとここ聞き

たかったのと、もし、そういうふうに来年もこれまた１，５００千、パワーアップ補助金

を使ってするんだったら、私みんなに聞かれたら、今だったら多いから、ちょっと減るか

ら、来年にしたらどうですかと私ちょっと言ってあげたい。女性やからちょっとそういう

ところ細かいんですけれども、言ってあげたいんで、その辺をちょっと聞きたいんで、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） お答えいたします。 

 今、議員おっしゃられるとおり、パワーアップ補助金の財源としましてブロック塀等の

撤去補助をすると。おっしゃるとおり、撤去のみだったら平米４千円、上限１００千円と

いうようなことになります。それより安いものについては、当然実績での２分の１の補助

になるんですけれども、これ和歌山県のほうとも話させてもらっています。今現在、ブ

ロック塀撤去のみを１件、ブロック塀を撤去して生け垣、フェンスに改善するのが７件、

それで合計１，５００千計上させていただいているんですけれども、これより数がふえれ

ばどうなという話はさせてもらっています。 

 和歌山県、今回のこのやっぱり地震を受けて、結構この補助金を活用してという市町村

が実際多いです。私ども和歌山県といろいろ交渉する中で、動向を見ながら今回の予算に

至ったわけなんですけれども、追加物件については、また和歌山県にお願いしてパワー

アップ補助金が残っているようであれば追加していただくというふうなことも可能やとい

うふうに聞いていますので、その辺は適宜進めていきたいなというふうに思うのと、いろ

いろ情報を共有しながらやっていきたいというふうなことも考えております。その辺も含

めまして、議員おっしゃられるとおり、緊急性を要するんですけれども、既にちょっと数

が多くなってきているんで、ちょっと来年に回していただいたら出るとか、そういうふう

なお話もできるかなというふうには思っております。 

○議長（髙野正君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） 確認ですけれども、一応３月の時点で多分集計されると思うんで、

３月の時点までに言ってきたときに、やっぱりそちらの防災企画課のほうで判断されて、

ちょっともし緊急じゃないんだったら来年どうですかとかって、そういう判断というのは

していただけるんでしょうか。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） 申請は３月いっぱいでありますと、なかなか工事もでき
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ないと思いますんで、もうちょっと早い時期にお願いしたいなというふうには思っており

ます。 

 緊急でないということではなしに、適合していない部分については、やはり緊急やと考

えます。ただ、緊急であるんですけれども、今４月以降というふうでできるのであればと

いうお話はさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ちょっと１つ、些細なことなんですけれども、一番最初にこの

１３ページ、全国土地の、要するに地籍の会費が１千円上げられております。どう考えて

も普通当初予算で会費というようなものを払うのが、今の時期になってこれ出てくるって

ちょっと疑問なんで、なぜ今ごろこれ出てくるのか、そこの会の会期が９月ということも

なきにしもあらずなんで、そういうことなんかな。そこら辺ちょっと気になるんで。 

 いま一つ、これも愚痴と言うたらおかしいですけれども、国税のパソコンですけれども、

ここで見せてもうていたら、ソフト費とかパソコンＩＴ化というのは非常に結構なんです

けれども、だんだんすごく金額かさむな。普通のパソコンって２００千円もありゃかなり

立派なものある時代に４８６千円、これ国税のパソコンって、これ１台なんですか。それ

とも、その中には結局ソフトも入っているんで４８０千というような高いパソコンになる

んですか。それとも容量が欲しいんで、こういう４８０千というふうになるんですか。 

 いま一つ、その下の戸籍の収録の委託料５５５千円、この戸籍の５５５千円委託料とい

うことは、今あるものを変えるためだけにあるんですか。それとも今後も転入してきた方

もおられるんで、毎年ここから先はこの委託料、５５０千円になるんかどうかは別ですけ

れども、幾ばくかの委託料は支払い続けなければいけないような金額なんでしょうか。ご

答弁お願いします。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 全国国土調査協議会１千円の補正についてでございます。 

 まず、この負担金についてなんですが、事業費割と均等割に基づいて計算されます。当

初の予算につきましては、協議会からの通知によりまして１９，３００円ということで、

２０千円の予算計上をさせていただきました。その後、確定通知ということで２０，１００

円、１００円オーバーということで、１千円の補正をさせていただいたところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） 税務課長。 

○税務課長（谷輪亮文君） 田渕議員にお答えいたします。 

 今回の確定申告用のノートパソコンが５台分でございます。１台９０千円の５台という

ことで、消費税込みで４８６千円でございます。 
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 以上です。 

○議長（髙野正君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） 質問にお答えさせていただきます。 

 戸籍記録文字収集委託料５５５千円ですけれども、こちらについてはマイナンバーと戸

籍を関連づけるために、今システムに入っている文字情報というのが各町でばらばらなん

です。その文字情報を統一したものにしなければなりません。それをまず統一するために、

文字情報を抽出する作業をこの５５０千円で行って、それを法務局へ提出するという作業

ですんで、この１回限り、ことし限りの５５０千円であります。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 国税の５台というのはちょっと驚いたんですけれども、５台も必

要なんかなと言うたらおかしいけれども、これは結局そうしたら、これから国税を扱う場

合は、このパソコン専用でもうずっとしていくと、そういう理解の仕方でいいんでしょう

ね。それまず、いま一つと、それからついでに委託料のほうなんですけれども、あと、そ

したら転入とか何とかしてきた場合は、一旦統一したら、これでもう一切新しい変えたシ

ステムで文字とか何とかでやっていくんで、もうここから先は、転入が幾らあっても不要

なという……何が言いたいかと言うと、全国で行っていたら、もしかしたら資料の違うと

ころから出てくる可能性、結局ばらばらの状態で転入してくる人もあると思うんで、それ

はもう５５０千で全国一斉に市町村がやって、これで統一してしまうという、そういう性

格のものなのかということだけお願いします。 

○議長（髙野正君） 税務課長。 

○税務課長（谷輪亮文君） 田渕議員にお答えいたします。 

 このパソコンなんですけれども、昨年から御坊税務署管内では確定申告のデータ連携を

行っております。それで、すぐに打ってデータで送って、またデータで返ってくるという

ようなことでございました。それが今年度からパソコンの仕様がウインドウズ１０の６４

ビットでなかったら対応できないというふうに急に決まりましたので、申告を受ける人数

分、５台分を計上いたしました。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） 田渕議員の質問にお答えします。 

 こちらの戸籍とのマイナンバーの連携なんですけれども、やはり国の事業でやっていま

して、今回の文字情報が、要するに先ほども言いましたけれども、ばらばらという状態が

あります。特に、例えば、僕の「中西」であれば、「西」で言えば、縦の西もありますし、

普通の西もありますんで、その縦の西については、皆さん各町によってばらばらの統一の

コードを使っている形なんです。そのコードをもう全国一律にしますので、ですので、ど

ことも転入・転出があったとしても、もうそのコードを使いますので、これ以上新しい何
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かのシステム導入するとかいうわけではございませんので。 

○議長（髙野正君） ２番、谷議員。 

○２番（谷重幸君） ３ページの債務負担行為の補正の追加で、浜ノ瀬地区の津波避難施

設の事業で２８，０００千ついております。先ほど副町長の説明にもありましたけれども、

先般の入札では全社辞退ということになったということですが、このあたり２８，０００

千円追加、明確なちょっと根拠示していただければと思います。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） 谷議員にお答えいたします。 

 まず、タワーの部材といたしまして、鉄骨コンクリート、あと大まかなものはそのあた

りになってくると思うんですけれども、このあたりの鉄骨の金額というのが４月より高騰

しているというのが原因でございます。その高騰している原因といたしまして、鉄をつく

る前の鉄鉱石の大幅値上げというのがあると。世界の中で大半を生産している大手３社が、

需要が多いことによって大幅値上げをしたというところでございます。それと、その値上

げ、需要が多いというところなんですけれども、やはり東京オリンピック関連の事業、ま

たは都市圏の大型再開発工事というのもかなり影響しているというふうに聞いております。 

 それと、関西圏におきましては、やはり外国人観光客がふえている関係で、大阪、京都、

そのあたりでは民間のホテルなり宿泊施設、何かがやはり大きい動きを見せているという

ことで、鉄骨の値段がずばりこれだけ上がってきているというようなところでございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ２番、谷議員。 

○２番（谷重幸君） ちょっと、じゃ、スケジュール的なところで、当初順調に行けば７

月、８月あたりぐらいから、もう早かったらかかれるんではないかという話の中で、今現

在でももう１０月になってきております。入札も流れたということで、また今後ちょっと

スケジュールについてお伺いしておきます。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） お答えします。 

 当初、私どもも６月の議会に工事請負契約として上程できたらなというふうには考えて

おりました。ただ、用地購入の関係で、少し手続上の、また所有者との関連でちょっとず

れ込んだというのはございます。８月２０日に入札いたしまして、今回の結果ということ

でございます。 

 鉄骨の値上がりというふうな部分もございますけれども、当然この需要がこういうふう

な中で、やはり納期がかなりおくれてくるというふうなところもございましたので、債務

負担行為をさせていただいたところでございます。このまま予算をお認めいただいて、再

度発注いたしまして工事にかかるというふうなことになりますけれども、半年から１年の

鉄骨の納期というところもございますので、３２年３月までには完成したいというふうに

考えております。 
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 以上です。 

○議長（髙野正君） １０番、中西議員。 

○１０番（中西満寿美君） １７ページの子ども・子育て支援事業計画策定業務のことに

ついて質問します。 

 これは、第２期の策定ということで、この１，２４２千円というのが、今年度は、来年

第２期を策定せんなんので、ことしはニーズ調査をやるんだということですが、この割と、

ちょっと忘れたんですけれども、何年か前に子ども・子育ての計画やって、これは介護保

険みたいに３年ごとにその計画を立てんなんということになっているのか、そこら辺の子

育て次期策定業務策定というのは一体どういうふうなことなんかということを、ちょっと

教えてください。 

○議長（髙野正君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） まず、第１期の策定につきましては２７年度から３１年度ま

での５年間となっております。今回のその第２期というのは、３２年度から３６年度まで

の５年間という計画となっております。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） １０番、中西議員。 

○１０番（中西満寿美君） すみません、そしたらそれは５年ごとにずっとやらんなんと

いうことですか。 

○議長（髙野正君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） 確定ではないんですが、恐らくそういうことになろうかと思

います。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） この農業費の農業委員会費、超過勤務手当２００千、今の時期、

半年見て、まだ２００千、たしかこの農業委員会費というのは１名しかなかったところに

２００千の超過勤務手当ちょっと大きいんかな。款内流用というのも可能性もあるんで、

そんなに突き詰めては聞くつもりはないんですけれども、特別、今ここで２００千円の超

過勤務手当をつけなければいけない理由のようなものはあるんでしょうか。これ簡単なこ

となんで、もう一つだけ質問させてもらいます。 

 水産業費の中で、藻場の研究のほうで１，０００千の減額になっています。ちょっとパ

ソコン持ってきていないんで、当初予算幾らだったという記憶もちょっとはっきりないん

ですけれども、当初予算幾らあって、どのような事業をして、結果としてここでどのよう

なことで１，０００千の減額が出てきたのかということについて、ちょっと説明お願いし

ます。 

○議長（髙野正君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（河合恭生君） お答えさせていただきます。 
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 まず、三尾の海草群落のほうなんですけれども、当初予算でこの水産業振興費で１，０００

千計上させていただいております。防災企画課のほうの地方創生の関連の事業の中で

１，０００千ということで、計画、予算計上してございました。現時点におきましては、

地方創生のほうで２，０００千見てくださるということなので、こちら側を１，０００千

減額しているということでございます。現在も研究事業は３０年度は引き続いて継続して

ございます。 

 続きまして、農業委員会費の超過勤務手当でございます。 

 こちら職員１名分の年間の超過勤務手当ということで、当初予算で４００千円計上して

いたところでございます。平成３０年につきましては、これまで長年数年間農業委員会事

務局としていていた職員が人事異動で変わりました。新しく産業建設課の中で従来農業振

興の担当の者が、今回新たに農業委員会事務局としてなったわけでございますけれども、

なかなか農地関係、それぞれの農地法です。優良農地の保全、また一方では個人の資産運

用という、なかなか難しい仕事でございます。全く一からの職員となったわけでございま

して、なおかつ、この４月、５月、６月と農地転用の案件が重なったということもあり、

結果として超過勤務がかなりであったということでございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） すみません、一般質問でちょっと聞くんも忘れたんで、ここに今

谷議員も言われました浜ノ瀬の避難タワーの何でございます。 

 たしか今年度中に田井畑のほうも云々というような話なっていると思うんです。全然音

さたないというか、我々に情報も全く聞こえてこないんですけれども、進捗状況は債務負

担行為ぐらい出てきてもええんかなと思うんですけれども、進捗状況についてご説明お願

いします。 

○議長（髙野正君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（大星好史君） 田渕議員にお答えします。 

 田井畑地区のほうにつきましては、今実施設計を発注しております。地区との話し合い

の中で、今の田井畑コミュニティセンターの隣接するところへ、今のコミュニティセン

ターと併用をするような形でタワーの建設をお願いしたいということを受けて、実施設計

を実施しております。つい先日もそこの用地でボーリング調査が終わったような状況です。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 
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○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第４号 平成３０年度美浜町一般

会計補正予算（第４号）については原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩します。 

 再開は１０時２０分です。 

午前十時一〇分休憩 

   ―――・――― 

午前十時二〇分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 日程第５ 議案第５号 平成３０年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第５号 平成３０年度美浜町国民健康保険特別会計補正予

算（第１号）について、細部説明を申し上げます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１４，１９８千円の追加をお願

いいたしまして、補正後の歳入歳出予算の総額を、それぞれ９億７７，７４３千円とする

ものでございます。 

 まず、歳入からご説明申し上げます。 

 ６ページ、県支出金、県補助金、保険給付費等交付金、特別調整交付金分２７０千円の

追加は、国保事業報告システムの改修に係る経費の交付金で、補助率は１００％でござい

ます。 

 繰越金、前年度繰越金１３，４９８千円は、財源調整によるものでございます。 

 諸収入、雑入、療養給付費等交付金４３０千円は、前年度に交付を受けた退職被保険者

の療養給付費の確定による精算でございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 ８ページ、総務費、総務管理費、一般管理費２７０千円の追加は、平成３０年度の国保

制度改革に伴う国保事業報告システムのプログラム修正料でございます。 

 諸支出金、償還金及び還付加算金、一般被保険者保険税還付金５００千円の追加は、遡

及して国保の資格を喪失した被保険者や修正申告により国保税の還付が必要な被保険者が

多かったことに伴う追加でございます。 

 療養給付費等負担金償還金１３，４２８千円は、前年度に交付を受けた一般被保険者の

療養給付費の確定による精算でございます。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第５号 平成３０年度美浜町国民

健康保険特別会計補正予算（第１号）については原案のとおり可決されました。 

 日程第６ 議案第６号 平成３０年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第３号）につ

いてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第６号 平成３０年度美浜町介護保険特別会計補正予算

（第３号）について、細部説明を申し上げます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ８，００９千円を追加して、補

正後の歳入歳出予算の総額を８億３１，８１４千円とするものでございます。 

 まず、歳入からご説明申し上げます。 

 ６ページ、繰越金、前年度繰越金７，６１８千円の追加は、財源調整によるものでござ

います。 

 諸収入、雑入３９１千円は、前年度負担金の精算による支払基金からの追加でございま

す。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 ８ページ、諸支出金、償還金及び還付加算金、償還金８，００９千円の追加は、給付費、

地域支援事業等の過年度精算によるもので、国・県への償還金でございます。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第６号 平成３０年度美浜町介護

保険特別会計補正予算（第３号）については原案のとおり可決されました。 

 日程第７ 議案第７号 平成３０年度美浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
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号）についてを議題とします。 

 本件について細部説明を求めます。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 議案第７号 平成３０年度美浜町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）について、細部説明を申し上げます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に、それぞれ１，６７３千円を追加して、補

正後の歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億１４，２０９千円とするものでございます。 

 まず、歳入からご説明申し上げます。 

 ６ページ、繰越金、前年度繰越金は１，６７３千円の追加でございます。出納整理期間

中に収入があった保険料を次年度へ繰り越ししたものでございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 ８ページ、総務費、総務管理費、一般管理費１，６７３千円の追加は、後期高齢者医療

広域連合に納付する保険料でございます。 

 以上で、細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は挙手によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、議案第７号 平成３０年度美浜町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第１号）については原案のとおり可決されました。 

 日程第８ 議案第８号 固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題とします。 

 本件、直ちに一括して質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 次に、本件一括して討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は１人ずつ順番に同意することに賛成の方の挙手を求め

ます。 

 １人目、美浜町大字和田１２２８番地、田中愼太郎氏の選任を同意することに賛成の方

は挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 
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○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、田中愼太郎氏の選任については同意す

ることに決定しました。 

 ２人目、美浜町大字三尾５７４番地の４、三輪規氏の選任を同意することに賛成の方は

挙手願います。 

○議員 （挙手多数） 

○議長（髙野正君） 挙手多数です。したがって、三輪氏の選任については同意すること

に決定しました。 

 よって、議案第８号 固定資産評価審査委員会委員の選任については原案のとおり同意

することに決定しました。 

 日程第９ 認定第１号 平成２９年度美浜町一般会計歳入歳出決算認定についてを議題

とします。 

 細部説明及び質疑につきましては、ページ範囲を指定して行いたいと思います。 

 まず、歳入について。 

 第１款町税から第１２款使用料及び手数料について細部説明を求めます。決算書の９

ページから１８ページまでです。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 認定第１号 平成２９年度美浜町一般会計歳入歳出決算認定に

ついてご説明申し上げます。 

 平成２９年度一般会計の決算規模は、歳入総額４３億３３，９８８，２０３円、歳出総

額は４１億２３，４５９，１４５円で、前年度と比較して、歳入では１７，１１３，９５３

円の減少、歳出では１４，１８５，５３６円の減少となりました。歳入歳出差引残高は、

２億１０，５２９，０５８円でございます。 

 以下、ここからは千円単位でご説明申し上げますのでご了承ください。 

 では、１ページから４ページの歳入につきましては、歳入予算額は４５億２２，７７４

千円に対し、収入額４３億３３，９８８千円で、予算に対する収入割合は９５．８３％で

ございます。調定額４３億６３，９９８千円に対する収入割合は９９．３１％です。 

 ５ページから８ページの歳出につきましては、歳出予算額は４５億２２，７７４千円に

対し、支出額は４１億２３，４５９千円で、予算に対する支出割合は９１．１７％です。

翌年度繰越額は２億９８，６５８千円、不用額は１億６５７千円でございます。 

 それでは、９ページから１８ページまでの歳入前半についてご説明申し上げます。 

 ９ページ、町税の歳入総額は６億３０，１７５千円で、歳入総額に占める割合は１４．５４％

でございます。 

 なお、平成２９年度不納欠損額として４７件、１，１４２千円を欠損処分いたしました。 

 地方譲与税の歳入額は２１，５９４千円で、地方揮発油譲与税６，２５７千円、自動車

重量譲与税１５，３３７千円となっています。歳入総額に占める割合は０．５０％でござ

います。 

 １１ページ、利子割交付金の歳入額は２，６３５千円で、これは預貯金の利子等に課税
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される県民税利子割額に応じて配分されるものであり、歳入総額に占める割合は０．０６％

でございます。 

 配当割交付金の歳入額は５，８１９千円で、これは株式等の配当等に課税される県民税

配当割額に応じて配分されるものであり、歳入総額に占める割合は０．１３％でございま

す。 

 株式等譲渡所得割交付金の歳入額は５，６４１千円で、これは株式等の譲渡所得に課税

される県民税株式等譲渡所得割額に応じて配分されるものであり、歳入総額に占める割合

は０．１３％でございます。 

 地方消費税交付金の歳入額は１億１６，５７５千円で、消費税のうち地方消費税分とし

て交付されるものであり、歳入総額に占める割合は２．６９％でございます。 

 自動車取得税交付金の歳入額は６，６６０千円で、歳入総額に占める割合は０．１５％

でございます。 

 地方特例交付金の歳入額は２，５２８千円で、歳入総額に占める割合は０．０６％でご

ざいます。 

 １３ページ、地方交付税の歳入額は１５億６１，９０１千円で、前年度と比較して

３１，４４２千円、１．９７％の減少でございます。減少の主な要因は、普通交付税算定

において、単位費用の減などにより基準財政需要額が減額となったことによるものでござ

います。歳入総額に占める割合は３６．０４％でございます。 

 交通安全対策特別交付金の歳入額はゼロ円で、前年度と比較して５５８千円の皆減とな

りました。要因は、町内の事故件数の減少により交付基準を満たさなかったことによるも

のでございます。 

 分担金及び負担金の歳入額は７５，６４５千円で、前年度と比較して３．３１％の減少

でございます。 

 分担金は、農業基盤整備促進事業受益者負担金等で減少してございます。 

 負担金は、老人福祉費負担金、放課後児童健全育成事業、学校給食費負担金などでござ

います。歳入総額に占める割合は１．７５％でございます。 

 １５ページ、使用料及び手数料の歳入額は４２，８３８千円でございます。 

 内訳の主なものは、使用料では斎場使用料２，０８６千円、墓地管理料２，１９４千円、

公営住宅使用料１２，６９６千円、教育使用料１，５１８千円、商工使用料１，７９２千

円でございます。 

 １７ページ、手数料では、窓口手数料、清掃手数料、狂犬病予防関係手数料などでござ

います。 

 使用料及び手数料の歳入総額に占める割合は０．９９％でございます。 

 以上で９ページから１８ページまでの説明を終わります。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 



平成３０年美浜町議会第３回定例会（第４日） 

 

154 

 

○議長（髙野正君） 次に、第１３款国庫支出金から第２０款町債について細部説明を求

めます。決算書の１７ページから３８ページまでです。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 次に１７ページから３８ページまでの歳入後半についてご説明

申し上げます。 

 １７ページ、国庫支出金の歳入額は６億５，１８６千円で、前年度と比較して８６，７２２

千円、１６．７３％の増加でございます。 

 国庫支出金のうち国庫負担金は１億８５，６６９千円、国庫補助金は４億１２，２６９

千円、国庫委託金は７，２４８千円でございます。 

 まず、国庫負担金の主なものは、民生費国庫負担金・社会福祉費負担金８８，０７２千

円では、障害者自立支援給付費等負担金６９，３７９千円、国民健康保険保険基盤安定負

担金１１，２２２千円、児童福祉費負担金９０，４５２千円では、児童手当負担金

６２，２６２千円、子どものための教育・保育給付費国庫負担金２８，０９４千円でござ

います。総務費国庫負担金７，１４４千円は、地籍調査費負担金でございます。 

 １９ページ、国庫補助金の主なものは、農林水産業費国庫補助金は水産業費補助金で、

防衛施設周辺整備助成補助金７５，６６９千円、津波・高潮危機管理対策事業９，７２０

千円、土木費国庫補助金は道路橋梁費補助金で、社会資本整備総合交付金９１，９２８千

円、住宅耐震化促進事業２，６９５千円、教育費国庫補助金では、学校施設環境改善交付

金４，５９０千円、民生費国庫補助金は社会福祉費補助金で地域生活支援事業費補助金

２，９７２千円、障害者総合支援事業費補助金１，４０４千円、児童福祉費補助金

１０，０４７千円は、子ども・子育て支援交付金でございます。総務費国庫補助金では、

地方創生拠点整備交付金６４，７８３千円、地方創生推進交付金２３，７５９千円、臨時

福祉給付金給付事業費補助金１９，７４３千円、消防費国庫補助金では、松原地区高台津

波避難場所整備事業補助金９２，７８４千円でございます。 

 国庫委託金７，２４８千円の主なものは、総務費国庫委託金で衆議院議員選挙委託金

４，４６３千円、民生費国庫委託金では、国民年金事務費委託金２，４７４千円などが主

なものでございます。 

 国庫支出金の歳入総額に占める割合は１３．９６％でございます。 

 ２３ページからの県支出金の歳入額は２億６３，８７８千円で、前年度と比較して

１．８５％の増加でございます。 

 県支出金のうち県負担金は１億２８，４９３千円、県補助金は１億２３，３４２千円、

県委託金は１２，０４４千円でございます。 

 主なものは、県負担金では、民生費県負担金１億２４，９２１千円は、社会福祉費負担

金の国民健康保険保険基盤安定負担金、後期高齢者医療保険基盤安定負担金や障害者自立

支援給付費等負担金など、また、児童福祉費負担金２７，８３９千円では児童手当負担金

や子どものための教育・保育給付費県費負担金などでございます。 

 総務費県負担金３，５７２千円は、地籍調査費負担金でございます。 
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 ２５ページ、県補助金では、総務費県補助金、総務管理費補助金は市町村消費者行政推

進交付金、きのくに防犯カメラ設置事業補助金で１，１１７千円、民生費県補助金のうち

社会福祉費補助金１２，３５０千円では、心身障害者医療費補助金、地域生活支援事業費

補助金など、児童福祉費補助金２０，１５１千円では、乳幼児医療費補助金、子ども・子

育て支援交付金などでございます。 

 衛生費県補助金１，９２１千円は、保健衛生費補助金では健康増進事業、和歌山県がん

検診推進支援事業費補助金などで、清掃費補助金については浄化槽設置整備事業費補助金

でございます。 

 農林水産業費県補助金、農業費補助金２６，４２１千円は、新規就農総合支援事業や農

業基盤整備促進事業など、林業費補助金２０，６７９千円は、松くい虫防除事業などによ

る県補助金でございます。水産業費補助金２６，９５９千円は、県単港湾施設整備補助金、

津波・高潮危機管理対策事業でございます。 

 土木費県補助金５，２５６千円は、普通県費補助事業や住宅耐震化促進事業によるもの

でございます。 

 教育費県補助金９５９千円は、人権啓発市町村助成事業補助金や子どもの居場所づくり

推進事業補助金、紀の国緑育推進事業補助金などでございます。 

 商工費県補助金５，０３８千円は、観光施設整備補助金でございます。移譲事務市町村

交付金５６７千円は、県からの事務の権限移譲に関係経費として交付されるものでござい

ます。 

 消防費県補助金１，９２３千円は、わかやま防災力パワーアップ補助金でございます。 

 県委託金１２，０４４千円は、県民税徴収委託金や各種統計調査の委託金、課題解決に

向けた主体的・協働的な学びの推進事業委託金が主なものでございます。 

 県支出金の歳入総額に占める割合は６．０９％でございます。 

 ２９ページ、財産収入の歳入額は１３，００３千円で、各基金の利子や旧和田Ａ団地の

土地の売り払い収入が主なものでございます。 

 財産収入の歳入総額に占める割合は０．３０％でございます。 

 ３１ページ、寄附金の歳入額は、ふるさと納税寄附金１５，４１７千円でございます。

前年度と比較して１３，９３７千円の増加でございます。増加の主な要因は、昨年度から

取り組みを始めたネット業者を通じて、ふるさと納税を集める取り組みと返礼品を出品す

る業者の拡大によるものでございます。 

 歳入総額に占める割合は０．３６％でございます。 

 繰入金の歳入額は３億６８，５９４千円で、前年度と比較して４６，９２０千円の増加

でございます。 

 繰入金の内訳は、財政調整基金から３億５０，０００千円、ふるさと基金から７，９４１

千円、高齢者福祉基金から１０，０００千円、減債基金から６３５千円、水と土保全基金

から１９千円でございます。 
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 繰入金の歳入総額に占める割合は８．５０％でございます。 

 繰越金の歳入額は２億１３，４５７千円で、前年度と比較して４１，２８６千円の減少

でございます。歳入総額に占める割合は４．９３％でございます。 

 ３３ページ、諸収入の歳入額は２５，０４２千円で、うち雑入は２０，５８７千円でご

ざいます。 

 主なものは、県市町村振興協会市町村交付金や介護予防サービス計画費、アンテナ

ショップＭＩＨＡＭＡ売り上げ収入などでございます。 

 諸収入の歳入総額に占める割合は０．５８％でございます。 

 ３５ページ、町債の歳入額は３億５７，４００千円で、前年度と比較して１億１２，４００

千円の減少でございます。内訳は土木債５２，４００千円、消防債９９，１００千円、総

務債６１，６００千円、農林水産業債２８，０００千円、臨時財政対策債１億５，２００

千円、民生債１１，１００千円でございます。 

 歳入総額に占める割合は８．２５％でございます。 

 以上が歳入についてのご説明でございます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行いますが、ページを指定の上、質問してください。

ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） わかりました。 

 次に、歳出について、第１款議会費から第２款総務費について細部説明を求めます。決

算書の３９ページから６４ページまでです。副町長。 

○副町長（笠野和男君） 歳出についてご説明申し上げます。 

 ３９ページから６４ページまでの議会費、総務費からご説明申し上げます。 

 ３９ページ、議会費の歳出総額は６８，５２４千円で、議員報酬・議員期末手当、職員

の人件費や議会運営に関する諸費用でございます。前年度と比較して０．６９％の減少、

歳出総額に占める割合は１．６６％です。ホームページ更新委託料の皆減などが主な要因

でございます。 

 総務費の歳出合計額は８億６７，１３７千円、前年度と比較して１５．５６％の減少、

歳出総額に占める割合は２１．０３％でございます。 

 総務管理費の歳出合計額は７億９３，７４６千円で、その内訳として一般管理費２億

２７，１３２千円は、特別職の人件費、総務政策課・防災企画課・出納室の職員の人件費、

再任用職員の人件費、庁舎の光熱水費・電話料、宿直業務委託料、ふるさと納税返礼及び

事務手数料などの一般管理経費でございます。また、特定個人情報取扱状況点検業務や１

市６町で共同設置しました消費生活相談などもございます。 

 ４３ページ、文書広報費７，２６４千円は、例規集の追録費用や広報発行費用などでご

ざいます。本年度は例規整備支援業務委託として、個人情報保護条例の改正に伴い個人情

報保護事務の手引書の改訂なども実施してございます。 
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 ４５ページ、財産管理費は１８，５８２千円で、本年度は修繕費が庁舎玄関の自動ドア

の修繕や集会場等の修繕などにより大幅に増加してございます。また、旧三尾小学校講堂

解体工事設計委託業務、吉原西・東集会場トイレ改修工事なども実施してございます。 

 企画費は１，４２３千円で、ひまわり植栽業務委託、煙樹ヶ浜フェスティバルやその他

協議会への負担金などでございます。 

 ４７ページ、青少年対策費は３，９０８千円で、広域青少年補導センター等の負担金や

ドルフィンスイム教室、スキー体験スクールの活動補助でございます。 

 公害対策費は８９３千円で、西川、和田川水質検査・底溶質分析、地球温暖化対策実行

計画の点検評価委託業務でございます。 

 交通安全対策費は１，９４６千円で、主に交通指導員の報酬や活動経費、カーブミラー

の設置及び修繕、チャイルドシート助成金などの経費でございます。 

 電子計算費は５８，９２２千円で、２市４町で共同実施している基幹系クラウドシステ

ムや４町で共同実施している情報系クラウドシステムの経費、庁舎内のコピー機、プリン

ター等の使用料などでございます。 

 ５１ページ、地籍調査事業費は１４，９６２千円で、本年度は本の脇地区０．２２㎢、

３６６筆の地籍調査を実施しました。その調査測量等に要した経費でございます。 

 諸費は３０，００８千円で、主なものは、御坊広域行政事務組合への負担金、各地区へ

の助成金、コミュニティ助成事業等がございます。また、生活交通路線維持費補助金

２，０００千円は、三尾地区への日ノ岬パーク線の維持確保を図るため御坊南海バス株式

会社への運行補助でございます。 

 償還金利子及び割引料については、精算などによる補助金等の返還分でございます。 

 ５３ページの財政調整基金費２億２，９１５千円は、利子積立金とともに財政調整基金

へ２億円の積み立てを行ってございます。 

 ふるさと基金費１５千円、高齢者福祉基金費１４４千円、減債基金費１１５千円は、預

金利子の積み立てでございます。 

 地方創生事業費２億３，０７８千円は、前年度と比較して１億６５，４７２千円の大幅

な増加でございます。増加の主な要因は、レストラン、ゲストハウス、カナダミュージア

ムなどの整備工事や協議会への補助金によるものであります。 

 ５７ページ、臨時福祉給付金費（経済対策分）２２，４３９千円は、平成２８年度から

の繰り越し事業で、平成２６年４月の消費税率の引き上げによる影響を緩和するため、所

得の少ない方に対し、１人につき１５千円を給付金として支給したものでございます。 

 徴税費の歳出合計額は４５，６４９千円でございます。その内訳として、税務総務費は

４０，５６３千円で、主なものは職員の人件費や各種協議会への負担金でございます。 

 ５９ページの賦課徴収費は５，０８６千円でございます。固定資産評価業務など賦課徴

収事務に要する経費などでございます。 

 ６１ページ、戸籍住民基本台帳費の歳出合計額は２１，９９４千円で、職員の人件費と
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電算システムの保守料などの住基・戸籍事務に要する経費でございます。 

 選挙費の歳出合計額は５，０５４千円で、１０月に行われた衆議院議員選挙費等に係る

経費でございます。 

 ６３ページ、統計調査費４２３千円は、学校基本調査や各種統計等に係る調査員報酬費

などに要した経費でございます。 

 監査委員費２７２千円は、例月出納検査・決算審査等に要した経費でございます。 

 以上で３９ページから６４ページまでの議会費・総務費の説明を終わります。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ちょっとこのページ数というのは理解できないんで、ここの中で

総務課ってなって、やっぱり総務費のところで伺いたいなというようなつもりで聞かせて

もらっているんですけれども、この中に消費生活者相談共同設置負担金というの、ことし

から新しくありました。これ実際問題どれぐらいの成果が上がって、要するに消費者の被

害があって、もしかしたら警察あたりで町は関係ないよという話で、実態はわからないか

もわかりませんけれども、町が一応こういう負担金も出している以上、どういう被害の現

状とか、またこういうことで防げましたよというようなところがわかる範囲でご説明、一

度願いたいんですけれども、お願いします。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 消費生活相談共同設置負担金でございます。この事業につきましては、２９年７月から

１市６町で共同設置をしてございます。２９年度の実績についてですが、１市６町で相談

件数が１５７件ございます。そのうち半数以上が６０歳以上となっております。市町村の

内訳ですけれども、１５７件中、御坊市が６９件、美浜町が１８件、日高町が９件、由良

町が１５件、印南町が１２件、みなべ町が１８件、日高川町が１０件となっております。 

 最も多い相談件数なんですが、架空請求の相談が多いというふうに聞いてございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） いや、全く今課長が言われたように、うちも嫁の名前で架空請求

のはがきが来たんで、嫁がちょっと慌てて、私は、これはもうそんなもの関係しないよう

にしましょうという話で、それはもうそのままほっといたんですけれども、今こういう相

談があったという件数はわかったんですけれども、それで実際防げたというのか、そこの

ところはうちのところは全くわからないという、要するに警察の担当で全くわからないと

いうのが現状なんでしょうか。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） 実績については報告のほうを受けているんですけれども、

そういった相談で防げたというのまでは市町村のほうでは把握のほうはできておりません。 

 以上です。 
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○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 交通事故でも実際問題何件あって、こんな死亡事故があっての

こっちの活動というのがあるんです。それ実際問題、警察あたりで個人を特定しようとか、

そんなことはございません。また、警察のほうで把握できないような被害というのもある

と思いますけれども、そこら辺の発生というのがこういう形なんで、自治体も気をつける

べきだよという、そこら辺の警察の連絡があったほうが自治体としての活動というのも熱

が入るというんか、やっぱりこれはせないかんなという話になってくるんで、そこら辺、

今後警察というんか、警察も１００％把握できているとは言いません。しかし、そこら辺

の連絡というものが必要になると思うんですけれども、そこら辺いかがでしょうか。無理

なんでしょうか。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 この共同設置についてなんですが、何らかの機会でそういった会議等があると思います。

その中で、今現在田渕議員がおっしゃられた警察の連携とか、今後についてということで、

うちのほうから話のほうを持ちかけていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） いま一つ、ちょっと話、同じ総務のなんですけれども、集会所の

トイレの洋式にかえるという話なんですけれども、これ実際問題、最近男性の人も立って

小用を足すというより座ってされる方が、若者を入れたら半分近くあるというので、

ちょっと私なんか驚くんですけれども、将来この和式をもう洋式に全部変えてしまおうと

いうような方向にあるんですか。それとも何か要望のあったようなところから洋式にして

いこうというようなお考えなのか、今の改良の方向性を、今後も含めてお話いただけたら

と思います。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 今回のこの集会所のトイレの改修工事についてですが、地区要望により改修のほうを

行ってございます。今回のトイレの改修ですが、吉原西と東の集会所のトイレの改修とい

うことで、これで全ての集会所が洋式トイレに変わったというところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（髙野正君） ないですか。最後に質問漏れを行いますので。 

 次に、第３款民生費について細部説明を求めます。決算書の６３ページから７８ページ

までです。副町長。 

○副町長（笠野和男君） ６３ページから７８ページの民生費についてご説明申し上げま

す。 

 ６３ページ、民生費の歳出合計額は９億７３，５１８千円で、前年度と比較して９．７４％
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の増加、歳出総額に占める割合は２３．６１％でございます。 

 社会福祉費の歳出合計額は７億２２，４７５千円で、その内訳として社会福祉総務費１

億４０，１４５千円は職員の人件費、町社会福祉協議会への補助金、国民健康保険特別会

計への繰出金が主なものでございます。 

 ６５ページ、国民年金費８，９３１千円は、国民年金業務に要する人件費などでござい

ます。 

 老人福祉費３億９，６７４千円は、介護保険特別会計や後期高齢者医療特別会計への繰

出金、職員の人件費、敬老会開催に伴う経費、委託料では、緊急通報体制整備事業委託、

シルバー人材センター運営委託など、そのほかに老人福祉施設措置費１６，３９４千円、

町老人クラブへの補助金１，２００千円などが主なものでございます。 

 ６９ページ、社会福祉施設費２４，３２０千円は、御坊日高老人福祉施設事務組合への

負担金で、養護老人ホームの改修工事による大幅な増加でございます。 

 心身障害者福祉費１億８１，６４１千円は、心身障害者福祉事業に要した経費ですが、

主に扶助費の中の障害介護給付費１億４１，２１８千円で、そのほか職員の人件費、委託

料では、１市５町で運営されている相談支援事業、移動支援事業、地域活動支援センター

事業等でございます。 

 ７１ページ、福祉センター管理費３，２３５千円は、主に地域福祉センターの維持管理

費でございます。 

 心身障害者医療費２０，１７９千円は、主に医療費の扶助費でございます。 

 老人保健費は４６千円の支出でございます。 

 地域包括支援センター運営費３４，３０４千円は、職員の人件費とケアプラン作成費等

でございます。 

 児童福祉費の歳出合計は２億５１，０４２千円でございます。 

 内訳として、児童福祉総務費９４，５９０千円は、報償費で出生祝金及び子育て応援給

付金、扶助費で児童手当が主なものでございます。 

 ７５ページ、児童福祉施設費１億１８，９８１千円は、委託料で放課後児童健全育成事

業委託金、工事請負費で学童保育友遊クラブ解体撤去工事、負担金補助及び交付金で広域

入所負担金、認可保育所負担金などでございます。 

 児童措置費３７，４７２千円は、職員の人件費、医療費審査支払事務手数料やひとり親

家庭医療費、乳幼児・子ども医療費の扶助費でございます。 

 以上で６３ページから７８ページまでの民生費の説明を終わります。 

○議長（髙野正君） 少し早いですが、しばらく休憩します。 

 再開は１３時３０分です。 

午前十一時〇八分休憩 

   ―――・――― 

午後一時三〇分再開 
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○議長（髙野正君） 再開します。 

 これから質疑を行います。９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 民生費が９億７０，０００千円という話なんですけれども、この

２８年度の決算額を見てもらったら２５％、要するにうちとこの町の予算の４分の１が民

生費に要っているという話で、これは去年１０億を超えていたのが９億、ちょっとわずか

に下がっているんですが、伸びたとかという話じゃないんですけれども、将来どんどんど

んどん大きくなっていくとあります。 

 それで、ほかの農林水産業費とか建設費に比べてみたら、国庫予算とかそういう補助金

というのが非常に少ないんで。みんな一般会計から持ち出しというような形になっており

ます。 

 そんな中でまず１つ目として、最近国のほうが同一労働、同一賃金という話が出てきて

おります。それがなってから民生費がもろにこたえてくるんと違うかなという気がするん

です。そこら辺に対して担当課長がどなたになるのかはちょっとわかりかねますけれども、

賃金が上がってきたとき、「いやいや、うちとこ高うせえへんねん」と言うかわからんけ

れども、そこら辺どんなに対応していこうかなと考えているのかというところ、もう４分

の１以上を超えてきたら、もうしんどいしなと思うんで。 

 そこら辺、最終的にわからんなら町長でも結構ですんで、その同一労働、同一賃金とい

うものが国のほうから指導きたときに、民生費がどれくらい伸びるのか。そしてどうして

いくのか、ちょっとそこについてご答弁お願いします。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 まず民生費の増加ということなんですが、その中で田渕議員がおっしゃられました同一

労働、同一賃金についてなんですけれども、この辺の関係については直接民生費の中の増

加要因には当たらないと思います。 

 今までの傾向からいきますと、どちらかというと福祉、扶助費の関係、障害の関係とか

その辺の関係での支出額といいますか、歳出の金額が上がっていると。それは国の法律の

改正によりまして扶助費のほうの増加が主な要因と考えられます。 

 以上でございます。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ああ、そうか。僕は民生費とばっかり思っていて、扶助費のほう

と言われてみたら、そうやろなと思います。 

 そしたら、この民生費の増加というのは、ここ３年とか５年の単位で先どれぐらいふえ

てくるか。恐ろしくおおよそで結構です。１億単位で結構ですので、どれぐらいまでふえ

てくるんかなと我々認識しておいたらええんか、ちょっと教えてください。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） あくまでも参考なんですが、決算資料の１５ページ、こ
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ちらについてなんですけれども、扶助費の状況というのがございます。 

 それでいきますと、平成２０年度の扶助費の合計金額が２億２０，０００千円ほどでし

た。そこから年々増加傾向になってございまして、平成２９年度、今回の決算に当たるわ

けなんですけれども、そこでいきますと４億と約２倍近く上がっております。 

 そういった関係もございまして、今後も扶助費関係については増加すると見込んでおり

ます。 

 以上でございます。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） さっきこれ見てんけれども、よう見つけへんでごめんなさい。 

 今、２０年度から２９年度で倍になっている、どんなグラフでもＹイコールＸの二乗と

いうのか、きゅっと上がるし、マイナスのほうはきゅっと下がるんで、この１０年の延長

線上と相似形、同じ形というよりもっと急に後になってふえてくるというようなことはな

いんでしょうか。 

 要するにこの感じで正比例というのか、角度はわかりませんが、この形でふえていくの

か、それとも後になってきたら急にふえてきますよ、当然我々団塊世代が死んでいったと

きには、そのピークというのか山は崩れるということは理解していますけれども、そうな

のか。正比例というか比例してふえていくんでしょうか。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） この扶助費の増加の傾向ですけれども、こちらについて

は主に国の法律の改正に伴っての増加となっております。 

 参考までに、最近でしたら障害者自立支援法の改正とかそういったものがございまして、

扶助費のほうの増加となっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） ちょっと１つ目の話に戻りますけれども、結局民生費というより

この扶助費のほうが、同一労働、同一賃金というものが影響するんやないかという課長の

ご指摘でございます。 

 言われてみればそのとおりだと思うんですけれども、そこら辺の対応の仕方というのか、

「そんなに心配したようなもん違うよ」という考えなのか、「いや、これはちょっと大変

なことが起きるん違うんかな、ほかでだいぶ削らなんだらでけへん」とか、そこら辺もう

本当におおよその感覚でええんで、我々がどんなに認識したらええんかということを

ちょっと教えてやってください。 

○議長（髙野正君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 町の財政状況の関係になってくるんですが、経常収支比率につきましても年々増加しま

して、平成２９年度でしたら９６％ぐらいに上がっております。その一つの要因といたし
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まして、扶助費の増加ということもございます。それはうちの町だけではなくて、全国的

にそういった傾向にあるところでございます。 

 しかし、この扶助費についてなんですが、国の施策というのがほとんどでございまして、

国の補助もございますが、その中でも一般財源の持ち出しというのも幾らかあります。今

後につきましても国の施策というのが大きく左右されるところでございます。経常収支比

率につきましても、今のままでいくと年々増加傾向になると推測いたします。 

 以上でございます。 

○議長（髙野正君） いいですか。 

 次に、第４款衛生費について細部説明を求めます。決算書の７７ページから８４ページ

までです。 

 副町長。 

○副町長（笠野和男君） 次に７７ページから８４ページまでの衛生費についてご説明申

し上げます。 

 ７７ページの衛生費の歳出合計額は３億６０，８７９千円で、前年度と比較して２２．２５％

の減少、歳出総額に占める割合は８．７５％でございます。 

 保健衛生費の歳出合計額は２億１４，９２６千円でございます。 

 保健衛生総務費１億６４，８１５千円は、主なものとしては負担金補助及び交付金で日

高病院負担金１億１４，９７４千円、その他職員の人件費、妊婦健康診査、不妊治療の扶

助費等でございます。 

 また、水道会計への出資金は、前年度と比較して大幅に減少してございます。 

 ７９ページ、予防費３８，８０２千円は、疾病予防に対する費用で、各種検診事業、予

防接種等の経費を支出してございます。 

 環境衛生費８，９２８千円は、町内一斉清掃や火葬業務に要した費用が主なものです。 

 墓地基金費７９１千円は、墓地基金への積立金でございます。 

 墓地管理費１，５９０千円は、墓地管理人の賃金等、墓地管理に要する経費を支出して

います。 

 ８３ページ、清掃費の歳出合計１億４５，９５４千円は、塵芥処理費１億２４，１１３

千円、し尿処理費２１，８４１千円でございます。 

 塵芥処理費では、ゴミ収集委託５３，０１２千円、広域清掃センターへの負担金

６２，９３５千円などでございます。 

 し尿処理費では、広域クリーンセンター負担金１８，８９９千円、浄化槽設置整備事業

補助２，８８８千円が主なものでございます。 

 以上で、７７ページから８４ページまで、衛生費の説明を終わります。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） この中で、日高病院の負担金というのがございます。先ほどいた

だきました資料のほうにありますけれども、平成２０年度で６２，０００千円ほどだった
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のが、今２９年度で一億一千四百何がし。しかも経営内容というんは赤字でございます。 

 これは担当課長に聞くというよりも、町長に聞いたほうがいいと思うんですけれども、

議会の中でも全員協議会を通して広域のほうへ行かれる議員のほうから、毎回毎回予算な

り決算の報告がございます。そこでいつも議会の中でも問題になる、このまま置いておい

たらえらいことになるんと違うかと。 

 まあ言えば我々年配者やさかいええんかもわかりませんけれども、後世に大きな負担を

残してしまうのと違うかなと。 

 ちょっと記憶が定かでないんで、私は記憶があるんですが、この経営はあと何年かでプ

ラスにしようというようなことで経営コンサルタントが入ってやったこともあったと思う

んです。でもその結果は一向に赤字は解消されず、そのままなんですけれども。 

 年々やっぱりふえていくわけ。町長も心配していると思うんですけれども、ここら辺に

ついて担当課長のほうからでも結構ですし、やっぱりこうなったら今何せえってそんなも

んじゃございませんので、ここを何年かの間に何とかせないかんのと違うんかなと、正直

私は考えておるんですけれども、いかがでしょう。 

○議長（髙野正君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 田渕議員にお答えいたします。 

 私も同感でございます。本当に構成市町として危惧しておるところでございます。 

 また、ご承知のとおり公立病院の多くが赤字というような形は聞き及んでいるところで

ございますが、それが直接日高病院ということで、構成市町でございますのでその分担金

ということでもちろん競争になってくるので、危惧しておるところでございます。 

 そして、詳細等々につきましては、担当課のほうからお答えをさせていただきますけれ

ども、私自身聞き及んでおるところでございますが、この厳しい中なんですけれども、医

師の増員ということも大きな要因とお聞きしてございます。 

 やはり先細りと言ったらおかしいですけれども、赤字の中で、じゃ、お医者さんを減ら

したらどうなのということですけれども、お医者さんが減ったら余計に入院患者とか通院

患者が少なくなるという形の中で、現在ですがお医者さんの増、そして救急科もそうなん

ですけれども、受診も上がってきておるという形の中で、平成３０年度は期待したいよと

いうような形もお聞きもしてございます。 

 それと、病床もそうなんですけれども、閉じておった病床を医師の増に伴いましてふや

しておるとか、そういった形の中で平成２９年度は私ども聞き及んでいるところですけれ

ども、確か単年度で２億円の赤字とかそういった形だったと思うんですけれども、事務長

等々ともそれこそ町村会のほうでもお呼びいたしまして、その辺につきましても危惧して

おるというところで各町村長のほうからもいろんな発言もございました。 

 そういった形の中で、やはり私どもに関しましたらば、危惧しておるということで、い

ろんな形で事務長を呼んだりして、また行政改革とかその辺も含めて事務のほうの軽減と

か、その辺も話をしておる状況でございまして、事務長いわくという言葉はおかしいかも
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わからないですけれども、２９年度よりも平成３０年度ということで、少しは期待してほ

しいというような形でのお声も聞いておるような状況でございます。 

 やはり私としましても議員と一緒で、いろんな形で危機感を持ちながら、また見ていき

たいなと、このように思ってございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 基本的には町長のご答弁で理解します。 

 しかし、そういう危機感を持っているという話は、以前からも何回か町長なりまたその

話の中で聞いたことがあるんです。確か昔、岩手県の藤沢町というところに行ったときに、

当時としてＣＴの断層写真が物すごく細かく撮れて、形ができるというような、そういう

日本に３台か５台しかないというようなときにつぎ込んだら、周りからどっとふえて黒字

になったという話を直接その町に行って聞いたことがあるんです。 

 それで、何を言いたいかというと、我々素人がお医者さんの数とか、そんなもんこんな

とこで言えるような性格のものじゃないと思うんです。そこはそこ、専門のコンサルタン

トか何かでなかったらその結論言えん。 

 だからどうしろこうしろということは、我々素人が言うべきじゃないんです。ただ町長

にお願いしたいというのは、議員としてもその場へ行ってもなかなかやっぱり議員では賛

成要員に呼ばれているんかなというぐらいの感じ、私も日高には行ったことはありません

けれども、そんな感じがするので。 

 それで、もう町長、「議会に言われてもう立場ないんじょよ」と、「あいつら口汚くの

のしるので、そんでひとつこれ何とかしてくれんと、わしも町へ帰ってやっていかれんの

で」と、もう議員が悪いと言うてもうてええんでね。そこら辺、それは思うているのは私

だけじゃなしに、皆思うてると思うんです。その全員協議会で出てくるんでね。 

 「議会に責められて何ともかんともならんので、何とかしよらよとか、してくれよ」と

いうことを強くここで要望しておきます。ここ１年、２年は大丈夫でも、やっぱり２億円

も赤字を毎年出し続けるというのは、尋常やないと思うんで、町長、ご答弁お願いします。 

○議長（髙野正君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 田渕議員にお答えいたします。 

 私もそういった形で、今までもいろんな形で日高病院には言っておるつもりでございま

すが、改めまして再度言っていきたいなと、このように思ってございます。 

 いろんな形で議員おっしゃるとおりで、私も同感ということを改めましてここで述べさ

せていただきたいと、このように思います。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） 私、広域消防のほうに行かせてもらっているんですけれども、そ

こでも決算とか予算とかのときに、今度の１２月ぐらいに発言するのがちょうどええんか
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なと思っているんですよ。 

 何が言いたいかというと、どこでも町は人口減っているんです。パイは小さくなってい

るんです。でも一部事務組合というのはどんどんどんどん大きくなっている。その理由も

わかる。そこら辺やっぱり今町長言うてくれた答弁で結構なんですけれども、広域消防ら

でもいつか予算をどこかで何していかなんだら、お互いにしんどいん違いますかというこ

とを言う必要、気にとめてもらう必要があると思うんです。 

 そのことも含めて、日高病院だけじゃないんですけれども、そのことも一つ腹に入れて

お願いしておきたいなと。ご理解いただけたらご答弁は結構です。 

○議長（髙野正君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（藪内美和子君） 田渕議員にお答えいたします。 

 私どもも先日事務長が来られまして、２９年度の決算について説明を受けました。私も

まだ４カ月で何も偉そうなことは言えませんけれども、それでもやはり前課長からも引き

継いでおりますので、しっかりとやってほしいということで、この赤字をどうするのかと

いう話もさせていただきました。 

 そしたら、事務長のほうは自分が退職するころには赤字をなくしたいと公言していただ

いたので、それはそれだったら頑張ってくださいということで、私どもの議会でもＰＤＣ

Ａを回せと言われているんですと。負担金を出す職員はいろいろと予算についても努力は

していますと。だからもらうほうの事務組合も、もっと職員が頑張っていただけたらとい

う話もさせていただいておりますので、また動向を見届けていただけたらと思います。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） 次に、第５款農林水産業費から第６款商工費について細部説明を求

めます。決算書の８３ページから９６ページまでです。 

 副町長。  

○副町長（笠野和男君） ８３ページから９６ページまでの農林水産業費、商工費につい

てご説明申し上げます。 

 ８３ページ、農林水産業費の歳出合計額は３億３６，３９０千円で、前年度と比較して

７．４６％の減少、歳出総額に占める割合は８．１６％でございます。 

 農業費の歳出合計額は１億１７，５９２千円で、うち農業委員会費８，６６０千円は農

業委員会の運営に要した経費、８５ページ、農業総務費１８，６０９千円で、職員の人件

費以外に、町農業振興研究会への補助、有害鳥獣捕獲支援事業等でございます。 

 農業振興費１２，３０５千円は、野菜花き産地総合支援事業、新規就農総合支援事業等

でございます。 

 農地費７８，０１８千円は、農業集落排水事業特別会計への繰出金や、若野頭首工改良

事業負担金がございますが、工事請負費での農業基盤整備促進事業２４，４２４千円、農

地耕作条件改善事業１３，０７１千円等が大きな割合を占めてございます。 

 林業費・林業総務費４２，５２４千円は、保安林作業員の賃金として１３，３９６千円
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のほか、松くい虫防除事業としての薬剤地上散布、樹幹注入、伐倒駆除事業等でございま

す。 

 ８９ページ、水産業費の歳出合計額１億７６，２７４千円のうち、水産業振興費１億

４９，７１６千円では職員の人件費以外に、日高港西川地区漁船係留施設整備事業として

委託料９８，９０１千円、公有財産購入費３３，６９７千円、漁業振興補助金などが主な

ものでございます。 

 ９３ページの漁港管理費、漁港建設費、美浜町水産業振興基金費はそれぞれ必要経費を

支出してございます。 

 漁港建設費では、工事請負費で大三尾陸閘電動化工事１９，４４０千円、委託料で水産

基盤整備事業６，８５８千円が主なものでございます。 

 次に商工費についてご説明申し上げます。 

 商工費の歳出合計額は３６，１２９千円でございます。前年度と比較して１６７．２１％

の大幅な増加でございます。歳出総額に占める割合は０．８８％でございます。 

 主なものは、町商工会への助成金などの経費、観光費では、煙樹海岸キャンプ場や多目

的広場、潮騒かおる公園等の維持管理費などを支出してございます。特に本年度は、潮騒

かおる公園トイレ新築工事により大幅な増加でございます。 

 以上で、８３ページから９６ページまでの農林水産業費、商工費の説明を終わります。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） これも先ほどの何のお願いなんですけれども、町が結局産業育成

するというのは、ほんならどこまでできるんやと言うたら、要するにそれこそコンサルタ

ントを雇ってするって、そこまでやりだしたらとても切りのない話。結局補助金が有効に

生きているか、生きていないかというくらいしかある意味でできへんとこがあると思いま

す。 

 その中で、昔ばらばらに出していた農業の団体の補助金を、農業振興研究会という組織

にまとめて、そこで１本でおろして各組織へ行くようにしています。それも一つの当時と

しては改革だったんです。それからもう多分３０年近くなると思います。 

 それで何を言いたいかというと、ＰＤＣＡの話じゃないですけれども、本当に町がその

団体へ出した補助金が有効に生きているのかどうかという、多分、これは産業課だけじゃ

なしに、商工費も含めて本当に生きているんかどうかという、有効に活用されているかと

いうんて、多分把握できていないのが今現状やと思います。 

 それで昔のように予算がどんどん大きくなってくる時代ならいざ知らず、今こうなって

きたら、町長にどうですかと聞きたいんですけれども、３０年間そういうことをしていな

いんだったら、一度全部ゼロにして申請を出して、今を見直すのでもいいんですよ、一つ

の方法として。それで結局補助金を出したのがどういう使われ方をして、どういう成果が

上がっているのか。 

 いわゆるこの成果表の中に評価というのを入れてほしいと、入れてくれています。課長
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によったらちゃんと評価が書けている課長、これはいわゆるアウトプットやないかと言い

たいのもありますが、そんな細かいことは言いません、そういう習慣がついてきただけで

将来期待できると思うんで。 

 それと同じようにこの評価を一遍してみませんか。町だけじゃなしに、この補助金がい

かに有効に生きて使われているか、使われていないかということ、結局町がお金を出した、

だからあそこができたということがこの課長さんたちにも自覚できるように、そういうこ

とを一回評価表か何かをつくって、それで各団体に書き直してみて、やっぱりそれで町長

の意思でここの組織はやっぱり強化したい、そこは強めますよと、そういうことを一回見

直してみませんか、いかがでしょう。 

○議長（髙野正君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 田渕議員にお答えいたします。議員がいろんな形で本当にご提言

ということでいただいてございます。ＰＤＣＡとかアウトプット、インプット等々もそう

でございます。おっしゃるとおりこの補助金ということでございます。本当に厳しいよう

な状況の中で、一度その辺も含めまして担当と協議をしてまいりたいなと、このように

思ってございます。全体的に一度補助金ということでしていこうかなとこのように思って

ございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） それでありがたいです。それで答弁結構なんですけれども、１つ

だけ、こういうことだけ言っておきたいなと。 

 同じ様式できちんとプランを書いてください。それで最後にチェックできるように、年

度末には結果を提出してくださいということで、一回やってみる。再質問で何が言いたい

かというと、ばらばらに適当にやるんじゃなしに事務評価、そういうような一つの図面を

つくって、幾ら会費要って、幾ら何してどんなことしてというのを、一度同じシステムで

やってみていただきたいなと思います。一遍検討してみてください。 

○議長（髙野正君） 町長。 

○町長（森下誠史君） 議員にお答えいたします。 

 私自身は研修等々、ちょっと時間の都合で出席はかなわなかったんですけれども、行政

評価等々の研修も開催もしてございます。いろんな形で議員おっしゃっていることも勘案

しながら、今後とも取り組んでまいりたいと、このように思ってございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） 次に、第７款土木費について、細部説明を求めます。 

 決算書の９５ページから１０４ページまでです。 

 副町長。 

○副町長（笠野和男君） ９５ページから１０４ページまでの土木費についてご説明申し

上げます。 
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 ９７ページ、土木費の歳出合計額は３億４６，６７１千円で、前年度と比較して１９．５３％

の増加、歳出総額に占める割合は８．４１％でございます。 

 土木管理費・土木総務費は２８，０１２千円で、職員の人件費、各種団体への負担金等

でございます。 

 道路橋梁費の歳出合計額は２億３３，４０３千円で、うち道路橋梁総務費５，８１７千

円は防犯灯の管理等に要した経費でございます。 

 道路維持費１３，７０３千円は、道路の維持管理、修繕等に要した経費、町単独工事等

でございます。 

 道路新設改良費は２億１３，８８３千円でございます。前年度と比較して４９，１４５

千円の増加でございます。職員の人件費以外に主なものは、工事請負費で社会資本整備総

合交付金事業１億５０，０２８千円、町単独工事３９，７３４千円、普通県費補助事業

１１，５５１千円でございます。 

 次に、９９ページ、河川海岸費・河川海岸保全費は１，０１８千円で、西川河川改修事

業推進協議会への補助金などでございます。砂防費は３９３千円で、小規模がけ崩れ対策

事業等でございます。 

 １０１ページの港湾費・港湾管理費１０９千円は、各種団体への負担金などでございま

す。 

 都市計画費の歳出合計額は７８，２５４千円で、うち下水道費は公共下水道事業特別会

計への繰出金７８，１９７千円でございます。 

 住宅費の歳出合計額は５，４８２千円で、うち住宅管理費３，４４９千円は町営住宅の

管理等に要する経費でございます。 

 住宅基金費２，０３３千円は、利子積立金のほかに、本年度から町営住宅の大規模修繕

に備え、２，０００千円を積み立てしてございます。 

 以上、９５ページから１０４ページまでの土木費の説明を終わります。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） ありませんね。 

 次に、第８款消防費について細部説明を求めます。決算書の１０３ページから１０８

ページまでです。 

 副町長。  

○副町長（笠野和男君） １０３ページから１０８ページまでの消防費についてご説明申

し上げます。 

 １０３ページ、消防費の歳出合計額は３億９０，３２２千円でございます。前年度と比

較して３７．３５％の大幅な増加でございます。消防費の歳出総額に占める割合は９．４７％

でございます。 

 消防費のうち、非常備消防費９，６４３千円は、消防団活動に要した経費で、消防団員
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の報酬、共済費などに支出してございます。 

 消防施設費４，０５８千円は、主に消防車両の維持管理及び消防資機材の購入に要する

経費でございます。 

 災害対策費２億４９，７０４千円は、前年度と比較して１億２０，０２７千円の大幅な

増加でございます。工事請負費では、前年度からの継続事業であります松原地区高台津波

避難場所整備事業に加え、本年度は三尾場外離着陸場整備工事、委託料では、浜ノ瀬地区

津波避難施設実施設計業務、Ｊアラート設備改修業務、備品購入費では、毎年度更新して

います災害用備蓄品に加え、松原高台に常備する災害用備蓄品の購入費、負担金補助及び

交付金では、和歌山県耐震化促進事業補助金、古家解体支援事業補助金などでございます。 

 常備消防費１億２６，９１７千円は、日高広域消防事務組合負担金等でございます。 

 以上で１０３ページから１０８ページまでの消防費の説明を終わります。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） 次に、第９款教育費について細部説明を求めます。決算書の１０７

ページから１２８ページまでです。 

 副町長。 

○副町長（笠野和男君） １０７ページから１２８ページまでの教育費についてご説明申

し上げます。 

 １０７ページ、教育費の歳出合計額は４億１４，２４０千円で、前年度と比較して、

１．３％の増加でございます。歳出総額に占める割合は１０．０５％でございます。 

 １０７ページ、教育総務費の歳出合計額は５４，１２０千円でございます。うち教育委

員会費は１，４８０千円で、教育委員などの報酬及び教育委員会運営に要した経費でござ

います。 

 事務局費の歳出額４５，１８３千円は、教育長ほか職員の人件費、通学バス運行委託

１，７３９千円など、事務局経費でございます。 

 １０９ページ、教育諸費３，０５８千円では、負担金補助及び交付金として、町教育研

究会４００千円、修学旅行補助５６７千円、総合的な学習補助７００千円、その他各種協

議会等への負担金でございます。 

 １１１ページ、外国青年招致事業費４，４００千円は、英語指導助手の活動に要した経

費でございます。 

 次に、小学校費の歳出合計額は４７，８６２千円で、うち学校管理費４４，９７９千円

は、小学校の管理運営に要する経費で、主なものとして臨時職員の賃金１０，８０６千円、

コンピューター借り上げ料１１，８１６千円等でございます。 

 教育振興費２，８８３千円は、教材・教具の購入に要する備品購入費、準要保護等の扶

助費でございます。 

 中学校費の歳出合計額は５５，２７５千円で、うち学校管理費５２，８３０千円は、中
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学校の管理運営に要する経費で、主なものとして、工事請負費では、松洋中学校特別教室

棟空調改修工事２３，１５３千円、賃金では、臨時職員の賃金４，１２９千円、使用料及

び賃借料では、コンピューター借り上げ料５，９０８千円、負担金補助及び交付金では、

クラブ助成２，０００千円等でございます。 

 教育振興費は、教材・教具の購入に要する備品購入費、準要保護等の扶助費でございま

す。 

 １１７ページ、こども園費・ひまわりこども園費の歳出合計額は１億５８，９４８千円

で、職員の人件費、賃金では、臨時職員の賃金２８，７８１千円、需用費では、給食の賄

い材料費９，７３３千円、委託料では英語教育委託料３０２千円、その他ひまわりこども

園の管理運営に要する経費でございます。 

 １１９ページ、社会教育費の歳出合計額は３９，１１７千円でございます。そのうち社

会教育総務費２０，７１７千円は、公民館職員の人件費と、講演会や成人式に要した経費

でございます。 

 １２１ページ、公民館費の歳出合計額は１１，０６３千円で、各公民館の維持管理経費

でございます。 

 １２３ページ、文化振興費３７０千円は町文化協会、大賀ハス保存会等への補助金など

でございます。 

 図書館費６，９６８千円は臨時職員の賃金、図書購入費、その他の管理運営に要する経

費でございます。 

 １２５ページからの保健体育費の歳出合計額は５８，９１７千円でございます。 

 うち保健体育総務費の歳出額は１，８１２千円で、スポーツ推進委員の報酬、町体育協

会への大会運営等の委託料及び町体育協会等への補助金など、体育関係事業運営に要した

経費でございます。 

 体育施設費の歳出額は４，６４８千円で、若者広場や体育館、テニスコートなど、体育

施設の管理に要した経費でございます。 

 １２７ページ、学校給食施設費の歳出合計額５２，４５７千円は、学校給食の運営に要

した経費でございます。 

 以上、１０７ページから１２８ページまでの教育費の説明を終わります。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。７番、鈴川議員。 

○７番（鈴川基次君） 議会が始まった日、教育委員会より平成３０年度の美浜町教育委

員会点検評価報告書を全議員に配付していただいています。これ、もう１０年ほど前から

点検されて報告書を議会で出していただいているわけですけれども、まずこの自己評価を

して、評価委員さんがそれに対して意見を添えているというような中身ですけれども、こ

の自己評価は教育委員会がするということですけれども、教育長以下事務局でやっている

のか。それか教育委員会の中で委員さん４人、５人を交えて３２ある１年間の事務事業評

価を、教育委員さんを交えてやっているのか、それが１点。 
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 それと３２の事務事業のそれぞれ評価、判定、その後今後の方向性、別事業、事務事業

数とか、これが一番評価の結果だと思うんですけれども、評価はおおむね十分できている、

できている、４段階でのほぼ十分できている、できているになっているんですけれども、

今後の方向性ということで３２の事業のうちほぼ継続が２９、ほぼ３２のうち継続が多い

んですけれども、見直しが１件、休止が１件あります。 

 その中で、休止が演劇ですか。幼児、児童への演劇鑑賞事業は休止となっています。こ

れはたしかことしも予算計上されていなかったと思うんですけれども、ことしから休止に

なっていますね、これね。 

 これは、だからことしやっていないんやけれども、一応１つの事業として提出されてい

る、それで休止ということはまだ可能性としては廃止じゃなくて休止ということは、予算

の都合上休止しているということなのか、もう廃止にする方向で休止しているのか。 

 それともう一個、見直しは母親子どもクラブですか、それが見直し。美浜町母親子ども

クラブ連絡協議会事業を見直しと、これが見直しになっているんですけれども、ここらあ

たりそれぞれ休止にした理由なり、見直しにする事情、そこらあたりちょっと詳しくまず

教えていただきたいと思います。 

○議長（髙野正君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） まず事業評価は誰がしたのかということなんですが、３２の

事業につきまして、これはもう事業の担当者ということで事業評価を実施しております。 

 それと休止の演劇の関係ということがあったんですが、当然これは３０年度の評価書で

ありますが、２９年度の時点でのということでありますので、２９年度のときに一応休止

と考えました。 

 実は、教育委員会とすればこういう演劇事業を続けていきたいという思いはあるんです

が、なかなか予算の関係というような財政事情の中で、ちょっと休止せざるを得ない。廃

止ではなく休止という扱いでしていきたいと考えております。 

 それと、母親子どもクラブの見直しというのは、やっぱり年々子どもの数も減ってきて

おるという中において、このままの運営、活動がほんまにいいのかどうかというようなこ

とも踏まえて、何らかの形で見直していかなければならないのではないかという中での評

価としております。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ７番、鈴川議員。 

○７番（鈴川基次君） 僕も休止、見直しに関しては、例えば鑑賞に関しては、もうこれ

はたしか最初は、あるそういう美浜町出身の人で、外部で活躍されている人が、美浜町の

子どものためにほんまもんの演劇を見せてやってくれんかということで、寄附から始まっ

たとそのように僕は聞いているんです。 

 ただ、最初は寄附であってもやっぱり大事やからということで町単で出して、結構予算

がかかると思うんですけれども、続けてきたことだと思うんで、費用対効果もある中で一



平成３０年美浜町議会第３回定例会（第４日） 

 

173 

 

時休止というのは、それはもうやむを得んなと思うし、子どもクラブに関してもなかなか

町民会議等で予算をつけてもなかなか、町子どもクラブ全体での何か事業というのはなか

なかやれていないという現状があって、各地域での子どもクラブ、地域単位の子どもクラ

ブは結構活発にやっている子どもクラブもあると。 

 それはそのときの会長さんなり役員さんが、どれだけで熱心かによって温度差があるわ

けやから、熱心なところはそれこそ廃品回収して、そういう予算をつくって、子どもたち

が思い出づくりなり、喜ぶようなことを考えて積極的にやっている、そういう地区もあれ

ば、なかなかやれていない地区もあるという中で、全体の何かをするということはなかな

か難しいということもよく現状としてわかるわけですけれども、何かやっぱりこういう時

代であるからこそ、子どもが楽しむような、ためになるようなやっぱり行事というのは、

母親子どもクラブの保護者が頑張ってやってもらいたいなという思いはあるんですけれど

も。 

 それと…… 

○議長（髙野正君） 鈴川議員、質問は端的にね。 

○７番（鈴川基次君） はい。評価委員が相当いろいろ評価されています。意見を加えて。

それに対してそれをある程度、出てから間もないと思うんですけれども、いろんな事件も

あるわけですから、それを教育委員会になりでこれはええ意見やから今後検討したいとか、

取り入れたいとか、そういう話し合いというのは行われているのかどうかということと、

この評価表を議会には出してもらったんですけれども、これを議会に提出するとともに公

表しなければならないこととなりましたと、平成２０年にね。 

 だから、せっかくこういう取り組んでいる評価表を議会にも出してもらったわけですか

ら、これをもっと、教育委員会の委員さんは知っていると思うんですけれども、社会教育

委員さんなり、また町Ｐの会議なりで今こういう評価をしていると、こういう取り組みを

しているということを、これ１冊見たらある程度理解してもらえると思うんで、もっと

もっとこれを議会へ提出だけじゃなくて、有効に使ってもらいたいなと思うんですけれど

も、その点どうですか。 

○議長（髙野正君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） 当然、その評価委員さんに評価された案件については、教育

委員会の中で協議し、また予算が伴うものについては、来年度の予算に反映していくとい

うことで考えております。 

 それと公表の関係ですが、教育委員さんにもこの冊子は届けております。ただほかの社

会教育委員さんとか、そういうところへは確かに配付できていないのが現状です。 

 ただ、大きくは町のホームページへアップというような形で対応はしております。今後

は少し公民館の館長とも相談させてもらって、社会教育委員さんに配付するかどうかとい

うのを踏まえながら考えていきたいと思います。 

 以上です。 
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○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） この評価表についてちょっと質問させてもらいます。 

 ３２事業に対しての事務評価があると。その中で大きなメインの中には生涯学習の推進

（生涯スポーツの振興）でございます。 

 教育長、私が今までこの議場でまみえてきた教育長の中で一番生涯学習に対する認識が、

古屋教育長が一番しっかりしているように思うんです。そういうことからしてみたら、こ

の（生涯スポーツの振興）とついてあるのは、どうも僕は当初の長期総合計画のころから

気に入っていないんです。 

 これは外すか分けるべきじゃないんでしょうか。まず１つ目、そのことについて答弁お

願いします。 

○議長（髙野正君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） 非常に難しい中身であろうかと思うわけです。ただ単にスポーツ

となれば勝ち負けを前提としたようなスポーツというふうな形になろうかと思うんですが、

結局生涯学習の中に入れているということは、年齢を問わずスポーツを楽しむと。健康の

ために楽しむというふうな範疇の考え方があるということで、生涯学習の一部というふう

な捉え方をしているものというふうに思います。 

 確かに田渕議員の考え方も当たってはいると思うんですが、そこら辺の区分けというの

は大変難しい部分があるんじゃないか。 

 ですから生涯学習というのは、単に学習とか勉強というんですか、そっちだけではなく

体を鍛える、健康を保つ、そっちのほうの意味も含めてというふうな捉え方をしていると、

そういうふうに解釈していただけたらありがたいと思います。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） そういう解釈の仕方は私はしないんです。 

 スポーツの定義、身体運動をもって人間形成を最終目的とするというのが、スポーツの

定義だそうでございます。確かにその意味では、人間形成を最終目的とするのなら、生涯

学習やないかということ。 

 しかし、教育長にはもう余り今の形を変えたくないというのが正直なところなんでしょ

うけれども、生涯学習というのは、そういう先ほど言われたように一部であって、教育全

体から考えてみたら、学校教育もこれは生涯学習の一部にしか過ぎないんですよね。 

 その一部にしか過ぎないものを、もっと小さいものをひっつけて、いや長計がそうなっ

ているからって、それはやっぱり教育長、ちょっと私はどう考えても理解できません。 

 これは、伺いますけれども、生涯学習と生涯スポーツ、生涯スポーツが悪いんじゃない

んですよ、生涯学習と生涯スポーツを分けて事務評価するということは、可能性はあるん

ですか、ないんですか。 

○議長（髙野正君） 教育長。 

○教育長（古屋修君） 分けて評価するということも可能だと思います。 
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 いわゆる単に生涯学習というくくりで言いますと、まあいえば町民の生活の仕方という

あたりが入ってくるんだろうと思うわけなんですが、そういう部分で評価の仕方、またス

ポーツ分野での評価の仕方というのは当然あると思いますが、今のところ美浜町としては

こういう形をとらせていただいているということでご理解いただけたらと思います。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） もう３度目になるんで余り長うできんですが。いや、美浜町はこ

の辺で行くというのは、どうしても教育長は変えたくないんでしょうね。 

 でも私はそれおかしいと思うんです。教育委員会の委員ともあろう人が全体を見回して、

ここに生涯学習の中に（スポーツ振興）、あたかもスポーツ振興だけを生涯学習ととられ

方するような事務評価をしているということに何の疑問も覚えん教育委員のほうに、私は

疑問を覚えます。 

 そして、ですから私は３２の幾つの事務評価しているんだったら、生涯学習は生涯学習

で独立するべきだと思います。 

 それで、なぜそのことを強調するかということを、前にもこの議場で話しさせてもらっ

たと思いますけれども、福祉関係がどっとウエートが大きくなってきたときに、その制度

を支えるのはやっぱり精神的なものなんだそうです。 

 前に、ヨーロッパの中には悲しみの分かち合いというキリスト教の思想があるので、そ

れが保てると。働かんでも飯を食わせてくれるんだったらええさかいにということで、生

活保護に頼っているような、そういう精神的なものがはびこってきたときに、組織そのも

のが壊れていく。 

 だから、今の自治体そのものが今何を目指していくかといったら、この生涯学習という

ものの概念をきちんと備えていかなんだら、町そのものが壊れていく。その意味では教育

委員会に生涯学習を持っているということ自体私は気に入っていないんです。企画が担当

するべきだと私は思っている。 

 それは置いといて、そこまで考えられませんけれども、再度やっぱりそこら辺の時代背

景というものをきちんと読んで、分けて来年は評価してみるというようなこと。 

 また、ここに住民から意見が出てきたときはそれを云々ということが、町民意見の反映

という第９条にございます。私も町民の一人でありますので、この評価の仕方がおかしい

んじゃないかということを、１回教育委員会のほうへかけて一遍検討してみていただきた

いと思います。 

 それといま一つ、事務事業評価表が最後に載ってございます。この最後のところに事業

目的（評価指数）とございます。具体的にこれをいわゆる何をした、かをしたということ

を羅列するのじゃなしに、評価の指数というような形で最初評価表をつくるプランの段階

で入っているんですか。それともそれを括弧して、指標と書いてあるけれども、指標と書

いてあるだけなんですか。 
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○議長（髙野正君） 教育課長。 

○教育課長（太田康之君） すみません、多分間違っていたら申しわけございません、事

業目的（評価の指標）というところだと思うんです。単に、正直な話この事業目的という

のはこの３２の事業の中での内容、中身ということを載せておりました。評価の指標とい

うところまでを考えてやってきたかというと、やってきていないと僕は思っております。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） 次に、しばらく休憩します。 

 再開は１４時４０分です。 

午後二時二十九分休憩 

   ―――・――― 

午後二時四〇分再開 

○議長（髙野正君） 再開します。 

 次に、第１０款交際費から末尾の財産に関する調書までについて細部説明を求めます。

決算書の１２７ページから１３５ページまでです。 

 副町長。 

○副町長（笠野和男君） １２７ページから末尾までの公債費、予備費、実質収支に関す

る調書、財産に関する調書についてご説明申し上げます。 

 公債費の歳出総額は３億２９，６４９千円で、前年度と比較して０．１９％の減少でご

ざいます。歳出総額に占める割合は７．９９％でございます。 

 公債費は、元金償還金３億３，３０６千円、利子償還金２６，２８０千円、一時借入金

利子６２千円でございます。 

 予備費からの充当は５件、２，５２９千円で、斎場のポンプ槽から公共下水道へ放流す

るポンプが、老朽化により急遽取りかえの必要が生じたため２１０千円、台風２１号の影

響による大雨で和田不毛が冠水し、大量の稲わらが町道等に堆積し、その除去、搬出作業

に要した重機借り上げ料１，６８２千円、松洋中学校柔道部女子、剣道部女子が、近畿大

会出場費用２０５千円、中央公民館２階、和室のエアコンの修繕費３５７千円、吉原公園

内の公衆トイレのボヤによる修繕の必要が生じたため７６千円をそれぞれの支払いに充当

してございます。 

 １３１ページに実質収支に関する調書、１３２ページ以降に財産に関する調書を添付し

ておりますので、ごらんいただきたいと存じます。 

 財産に関する調書の内訳につきましては、別冊の決算資料にとじてございます。 

 以上で細部説明を終わります。 

 よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（髙野正君） これから質疑を行います。９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） １３４ページ、ちょっと説明をお願いしたいんです。 

 この有価証券のところの２つ目に３億円社債券、ちょっと理解できんねんや、これ財政
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調整基金というのが３億円と、有価証券で財政調整基金を置いているということになるん

かなと理解するんですけれども、一番下の基金のところの一番上に財政調整基金というの

が１０億５，６００云々となっております。いただいた資料からいうたら、財政調整基金

が１３億５，６００、２９年度末。１２億云々ってちょっとにここら辺の数字が細かい部

分で、これで合うのかなと思うんですけれども。 

 まずこの財政調整基金が社債券という格好で３億円あるというんは、どういう形でどん

なことになっているのか、ちょっとこれだけだったら私ちょっと理解しかねるんで、ひと

つ説明をお願いしたい。 

 それと、今基金のところに１０億円しかない。この中では１２億円があるというのは、

この社債券をプラスしたのが財政調整基金という認識なのか、そこら辺ちょっとご説明を

お願いします。 

○議長（髙野正君） 会計管理者。 

○会計管理者（福島教君） ご質問にお答えいたします。 

 この３億円につきましては、決算統計とかの取り扱いは財政調整基金の残高、約１３億

円に含まれてございます。その保有の仕方の違いでして、一般的な定期とかで保有してい

る分が約９億何がし。それと残り３億円を１億円ずつ債券という形で、具体的には日興証

券だったりとか野村証券だったりというところの債券を買っていると。 

 １億円の額面で２０年間保有する形で、それについて年間何がしかの利子が入ってくる

というふうな形での保有をしています。平成２８年度から初めてこれを導入したわけです

けれども、この決算の財産の調書上、分類としては定期ではないので基金に入れるのもど

うかというふうな話し合いの中、有価証券のこちらのほうの分類に分けさせていただいて

いるということでございます。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） よくわかりました。ただ、私全くそういうことについては疎い人

間なんで、２０年というたら、要するに中途解約はできる可能性はあるんですか、それ、

もし何か大きな災害か何かあって、どうしてもその３億円をおろさないかんぞという、確

かに多分そのまま貯金しておくより、そこの債券を買っておくほうが利率がええんで３億

円投資だと、それは理解できるんですけれども、２０年間絶対動かせんというようなもん

じゃなしに、途中で解約というんかそれができるんか。 

 それと、今言う何々証券、やっぱりこれ変動相場制ですよね。ローリスク、ローリター

ン、ハイリスク、ハイリターンまで行くんかどうか知らんけれども、ちょっとそこら辺不

安をちょっと感じるので、いや、大丈夫ですよという見解ならそのとおりご説明お願いし

たらいいんです。お願いします。 

○議長（髙野正君） 会計管理者。 

○会計管理者（福島教君） お答えいたします。 

 今、ご指摘ありましたように、たしかに２０年という保有を前提にしますので、利率は
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一般の定期と比べてかなりいいです。ただし、もし今後その財政事情が悪化して、この分

もやはり一般会計に繰り入れなければならないという事態が生じたときは、額面が１億円

ですけれども、入ってくるお金はそのときの評価額という形になります。 

 ですので、現実にもう今１億円のものが評価額は毎月変わりますけれども、例えば

９５，０００千円であったりとか、９６，０００千というふうなところまでなってきてい

ますので、２０年持てば必ず１億円で戻ってくるんですが、それまでにこれが必要となっ

て、急遽要るとなったときには、評価額でしか戻ってこないというふうなリスクはありま

す。 

 ただ、そのあたり、前会計管理者の判断でこれを購入されたということなんですけれど

も、今後これを拡大していくというつもりは、私自身はちょっと持っていません。まずは

この３億円を保有し続けるという形かなというふうに考えてございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） ９番、田渕議員。 

○９番（田渕勝平君） よくわかりました。 

 最後にちょっとだけ聞かせてほしいんですけれども、今の会計管理者のほうはこれ以上

もうふやしていくつもりはないという、こういう使い方に関しては国の指導で、自治体は

財政調整基金の何％までだったらいいけれども、それ以上はだめですよとかいうそんな規

定とか、もうこんなことは失礼な表現になるかもしれませんけれども、今株価がどんどん

上がって下がって、１０億円ぐらいぽーんと放り込んで、あかなんだら株価で振ったらも

うけやないかと、投資的なそれこそハイリスク、ハイリターンになるんですけれども、何

の制約もないんですか、実際問題として。 

○議長（髙野正君） 会計管理者。 

○会計管理者（福島教君） 会計管理者の任務として、安全かつ確実に運用しなければな

らないというのがまず底辺にあると思います。 

 その上で、確かに今言うように、これをもっとどんどん運用してというふうな考え方も

あるかと思いますし、そのゼロ金利になってからやっぱり自治体も何とか持っている財調

をふやす方法をということで、いろいろ検討して、こういう形での保有というのが最近ふ

えてきたんだと思うんです。ただし…… 

○９番（田渕勝平君） 規制はないんですか。 

○会計管理者（福島教君） 規制は特には聞いていないですけれども、何％までというふ

うな枠はなかったかと思いますけれども、そんなにこれをどんどん買ってふやすものでも

ないかなという判断をしてございます。 

 以上です。 

○議長（髙野正君） いいですね。 

 それでは最後に締めくくりの総括質疑を行います。 

 ただし１人１回限り、１項目１回限りで決算書の範囲を超えない範囲で質問してくださ
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い。ありませんね。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。ありませんか。 

○議員 「ありません」 

○議長（髙野正君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は起立によって行います。 

 この決算を認定することに賛成の方は起立願います。 

○議員 （起立多数） 

○議長（髙野正君） 起立多数です。したがって、認定第１号 平成２９年度美浜町一般

会計歳入歳出決算認定については認定することに決定しました。お疲れさまでした。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会します。 

午後二時五〇分散会 

 再開は明日３日、午前９時です。 

 お疲れさまでした。 

 

 


